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年
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納期限

6/1（月）
軽自動車税・・・・・・・・・・全期分
保育園・認定こども園使用料・・ 5 月分
放課後児童クラブ負担金・・・・ 5 月分
市営住宅・駐車場使用料・・・・ 5 月分

5/11（月）
水道料金・下水道使用料・・・ 4 月分

人口と世帯数

人口　　 79,065人　  （前月比　　-225）

世帯数　38,478世帯（前月比 　　　76）

令和 8 年 3 月末現在

cover

今月の表紙
墨の付いた足の裏を大胆
に描いた躍動感あふれる
キービジュアルデザイン
が決定しました。大会の
象徴として PR などに活用
し、第 19 回大会を盛り上
げます。
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４
月
６
日
、
全
国
か
ら
募

集
し
た
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ

ザ
イ
ン
99
作
品
（
17
都
県
24

校
）
の
中
か
ら
、
高
校
生
運

営
チ
ー
ム
の
投
票
で
選
ば
れ

た
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
た
今

大
会
の
ポ
ス
タ
ー
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
た
滋

賀
県
立
栗り

っ
と
う東
高
校
３
年
の
森

和な
ご
み
さ
ん
は
、「
本
番
で
こ
れ
ま

で
の
努
力
を
発
揮
し
、
楽
し

む
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
全
力

で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
選

手
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

８
月
２
日（
日
）第
19
回
書
道
　
　
甲
子
園
開
幕
！

大
会
の
魅
力
を
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー
を
発
表

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス



FF日程日程

申込方法   市ホームページから
　　　　  お申し込みください。

問い合わせ先   人事課　28-6004
◀詳しくは
　こちら

職種 試験
区分

採用予定
人数

年齢
R9.4.1 時点

一般事務職 上級 15 人程度

29 歳まで
学芸員（歴史学） 上級 1 人程度

消防職
上級 2 人程度
中級 3 人程度

一般事務職・学芸員・消防職

既卒・新卒のみなさん既卒・新卒のみなさん 民間企業等経験者のみなさん民間企業等経験者のみなさんBB日程日程AA日程日程

職種 試験
区分

採用予定
人数

年齢
R9.4.1 時点

一般事務職 上級 5 人程度 30 歳～ 45 歳

一般事務職 全国のテストセンターで受験可能
公務員試験対策不要

 学歴や資格、職務経験などの応募要件があります。
　  5月１日（金）に公表する実施要綱を必ずご確認ください。

 実施要綱は、人事課、各窓口センターにあるほか、
　市ホームページからもダウンロードできます。

C 日程（UI ターン枠）、D 日程（初級）、E 日程（書道パフォー
マンス枠）の実施要綱は 6月1日（月）に公表するほか、次
号（市報 6 月号）に掲載します。

1 次試験日・受付期間

技術職・専門職 全国のテストセンターで受験可能
公務員試験対策不要 年 2回実施

職種 試験
区分

採用予定
人数

年齢
R9.4.1 時点

技術職

電気
上級 1人程度

29 歳まで

中級 1人程度

機械
上級 1人程度

中級 1人程度

化学 上級 1人程度

保健師 上級 2人程度

心理判定員 上級 1人程度

管理栄養士 上級 3人程度

保育士・幼稚園教諭 中級 5人程度

社会福祉士・精神保健福祉士 上級 若干人
職種 試験

区分
採用予定

人数
年齢

R9.4.1 時点

技術職
土木

上級 5 人程度
29 歳まで中級 2 人程度

建築 上級 3 人程度

技術職
※民間企業等経験者

土木
上級 3 人程度

30 歳～ 49 歳中級 2 人程度
建築 上級 3 人程度

技術職・専門職 全国のテストセンターで受験可能
公務員試験対策不要 年 2回実施

職種 試験
区分

採用予定
人数

年齢
R9.4.1 時点

技術職
電気

上級
1 人程度

30 歳～ 49 歳

機械 1 人程度
化学 1 人程度

保健師 上級 若干人
心理判定員 上級 1 人程度
保育士・幼稚園教諭 中級 1 人程度
社会福祉士・精神保健福祉士 上級 若干人 30 歳～ 39 歳

既卒・新卒、既卒・新卒、
民間企業等経験者のみなさん民間企業等経験者のみなさん

四国中央市職員採用試
験

令和8年度

日程 職種 1 次試験日 受付期間

A

一般事務職
学芸員
消防職

7/12（日） 5/ 8（金）～ 6/ 8（月）

技術職
専門職

① 6/27（土）～ 7/10（金）5/ 8（金）～ 6/ 8（月）
② 9/ 5（土）～ 9/18（金）6/10（水）～ 8/18（火）

B
一般事務職 6/27（土）～ 7/10（金）5/ 8（金）～ 6/ 8（月）
技術職
専門職

① 6/27（土）～ 7/10（金）5/ 8（金）～ 6/ 8（月）
② 9/ 5（土）～ 9/18（金）6/10（水）～ 8/18（火）

F 技術職

① 6/27（土）～ 7/10（金）5/ 8（金）～ 6/ 8（月）
② 9/ 5（土）～ 9/18（金）6/10（水）～ 8/18（火）
③ 11/7（土）～ 11/20（金）8/20（木）～10/23（金）
④ 1/16（土）～ 1/29（金）11/2（月）～ 1/ 5（火）

四
国
中
央
市
役
所
で

　
　

働
き
ま
せ
ん
か
？

技術職（通年）

書道パフォーマンス枠書道パフォーマンス枠
（（EE日程日程））新設新設  ※詳細は市報 6月号に掲載※詳細は市報 6月号に掲載

受験時期・入庁日が選択可能

全国のテストセンターで受験可能
公務員試験対策不要



　

令
和
８
年
４
月
、
妻
鳥
町

に
あ
る
愛
媛
大
学
紙
産
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内

に
、
大
学
と
複
数
の
企
業
が

連
携
し
、
新
た
な
技
術
や
製

品
の
開
発
を
進
め
る
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

設
「
し
こ
ち
ゅ
～
コ
モ
ン
ズ
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
一
の
紙
の
ま
ち
」
に

誕
生
し
た
本
施
設
は
、
市
内

の
紙
関
連
企
業
が
集
ま
り
、

新
た
な
紙
素
材
や
技
術
、
製

し
こ
ち
ゅ
～
コ
モ
ン
ズ
は

紙
の
未
来
未
来
を
創
造
す
る

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

しこちゅ～コモンズしこちゅ～コモンズがが
完成完成しましたしました

セミナー室 実験室ミーティング室

品
の
創
出
に
取
り
組
む
拠
点

と
な
り
ま
す
。

　

施
設
内
に
は
、
紙
の
高
機

能
化
や
製
品
化
の
研
究
な
ど

に
活
用
で
き
る
実
験
機
器
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
企
業
が

共
同
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

関
係
機
関
が
連
携
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か

し
て
研
究
や
開
発
を
進
め
る

こ
と
で
、
本
市
の
経
済
の
活

性
化
と
紙
産
業
の
更
な
る
発

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
市
に
は
約
２
０
０
社
の
紙
関
連

企
業
が
立
地
す
る

充
実
し
た
実
験
機
器
が
研
究
や
製

品
開
発
を
支
え
る

令和8年4月令和8年4月

実験室



　

こ
の
度
、
愛
媛
大
学
紙

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化

し
、
地
域
の
紙
関
連
企
業

や
研
究
機
関
、
金
融
機
関

な
ど
を
つ
な
ぐ
拠
点
施
設

が
完
成
し
ま
し
た
。
本
施

設
は
、
産
官
金
学
の
連
携

を
一
層
推
進
し
、
紙
に
関

す
る
新
た
な
技
術
や
製
品

産
官
金
学
連
携
の
力
で

　
紙
の
未
来
を
拓
く
拠
点

愛媛大学
紙産業イノベーションセンター

　藪
やぶたに

谷智
と も き

規センター長

の
創
出
を
担
う
拠
点
で

す
。
こ
の
よ
う
な
拠
点
が

整
備
で
き
ま
し
た
の
も
、

本
事
業
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
の
ご
支

援
の
賜た

ま
も
の物
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
環
境
に

配
慮
し
た
新
し
い
紙
素
材

や
高
機
能
な
紙
製
品
の
開

発
に
取
り
組
み
、
地
域
産

業
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ごあいさつ

建物構造　
　軽量鉄骨造（2階建て）
建築面積　
　226.27㎡
延床面積　
　453.07㎡

施設概要

用途

1 階　
　共同実験施設
2 階　
　�オープンイノベーション
　推進施設

共
同
研
究
・
開
発
で
紙
産
業
の
持
続
的
な
成
長
へ
つ
な
げ
る

共同研究員室

問い合わせ先

詳しくは
こちら▶︎

愛媛大学
紙産業イノベーションセンター
妻鳥町乙127
22-3230

コ モ ン ズ 機 能の4 つ 点重

しこちゅ〜モデルしこちゅ〜モデル
イノベーションハブ機能

04
技術相談や各種講演会、セ
ミナーを通じて、大学と地
域の紙関連企業や業界団体
との交流を深め、新たな取
り組みが継続的に生まれる
環境づくりを進めます。

かみのまち学校かみのまち学校
イノベーションサロン機能

03
紙産業を担う人材の育成や、
異なる分野の企業との連携
を進めるとともに、研究か
ら製品化までの実践的な経
験を通して、事業スキルを
高めます。

技術が
高度 投資が

大きい
単独では
限界

1 社では難しい研究や
開発にも、関係機関が
連携して取り組みます。

かみのまち研究所かみのまち研究所
オープンラボ機能

01
地域の紙関連企業が連携し、
それぞれの得意分野を活か
して研究課題を分担するこ
とで、効果的な研究ができ
ます。

かみのまち工房かみのまち工房
実証研究機能

02
紙を製造する企業と、それ
を利用する出口企業が連携
し、実際の用途を想定しな
がら試作や検証を重ね、紙
製品の実用化と社会への展
開を進めます。

しこちゅ〜コモンズ命名命名の由来由来

「コモンズ」とは、人々が共同で利
用する共有資源などを指します。
しこちゅ～コモンズには、本市の
紙関連企業など多くの関係機関が
集い、新たな紙製品や技術を生み
出す場となるよう思いが込められ
ています。



　　

  

当
初
予
算

当
初
予
算
のの

一
般

会
計

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

「
支
え
合
い

「
支
え
合
い  

未
来
へ
つ
な
ぐ

未
来
へ
つ
な
ぐ  

魅
力
都
市
」
を
実
現

魅
力
都
市
」
を
実
現

令
和
８８
年
度

　

令
和
８
年
度
は
、
次
な
る
10
年
20
年
後

の
晴
れ
や
か
な
四
国
中
央
市
の
未
来
を
見

据
え
た
躍
進
の
年
度
と
位
置
付
け
、
社
会

経
済
状
況
の
変
化
な
ど
に
対
応
し
た
取
り

組
み
を
進
め
、「
日
本
一
の
紙
の
ま
ち
」

と
し
て
「
四
国
の
ま
ん
な
か 

人
が
ま
ん

な
か 

～
支
え
合
い 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

魅
力

都
市
～
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
方
針
の
下
、
今
年
度
は
、
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
策
を
始
め
、
防
災
・
減

災
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
化
）・
Ｇ
Ｘ
（
脱

炭
素
化
）
の
推
進
、
人
口
減
少
対
策
や
子

育
て
支
援
な
ど
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る

重
点
施
策
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
を

中
心
に
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

 1 1Point

過
去
最
大

一
般
会
計
予
算
額  

４
４
２
億
３
４
０
０
万
円

 2 2Point

「
日
本
一
の
紙
の
ま
ち
」

魅
力
を
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ

600600 万円万円

紙マテリアル紙マテリアル
イノベーションイノベーション
推進事業推進事業

　

紙
の
軽
量
性
や
再
生
可
能
性

な
ど
の
特
性
を
活
か
し
た
、
新

素
材
や
新
商
品
の
開
発
支
援
に

取
り
組
み
、
産
業
競
争
力
な
ど

の
強
化
と
持
続
的
な
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲

子
園
を
核
と
し
た
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
一
層
推
進

し
、
昨
年
の
大
阪
・
関
西
万
博

で
の
発
信
を
契
機
に
、
国
内
外

へ
の
展
開
を
強
化
し
ま
す
。約約 30203020 万円万円

書道パフォーマンス書道パフォーマンス
甲子園振興事業甲子園振興事業

　

今
年
度
の
当
初
予
算
は
、
前
年

度
よ
り
14
億
６
１
０
０
万
円
（
３
・

４
％
）
増
の
４
４
２
億
３
４
０
０
万

円
で
、
過
去
最
大
の
予
算
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
、
市
税
な
ど
の
「
自

主
財
源
」
は
52
・
６
％
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
「
依
存
財

源
」
は
47
・
４
％
で
す
。
税
収
な

ど
の
減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

自
主
財
源
の
割
合
が
昨
年
度
よ
り

３
・
０
％
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
増
大
す
る
社
会
保
障

関
係
費
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
や
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
事
業
な
ど
を
予

算
化
し
て
い
ま
す
。

歳入歳入 442.3 億円

自
主
財
源

依
存
財
源

53%

47%

36%

17%

20%

5%

7%

5%

4%
6% その他交付金

　27.1億円
市債

　18.8億円
交付税・譲与税

　75.2億円
国・県支出金

　88.3億円
使用料など

　18.5億円
寄附金

　23.5億円
繰入金

　32.4億円
市税

　158.5億円

歳出歳出 442.3 億円

21%

14%

11%

8%

20%

12%

8%

6% その他
　20.7億円

普通建設事業費
　35.4億円

補助費等
　37.1億円

繰出金
　48.0 億円

公債費
　52.3億円

物件費
　62.7億円

扶助費
　92.0億円

人件費
　94.1億円

一部
新規

新規



 3 3Point

子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

 4 4Point

市
民
生
活
を
支
え
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　

医
療
体
制
の
強
化
や
環
境
配
慮
型
施
設

の
整
備
、
観
光
振
興
な
ど
を
通
じ
て
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

企業立地促進事業　約 9910 万円
公園整備事業　　　約 6780 万円  など

他にもやります
まちづくり事業

新リサイクル施設に係る基本計画策定を
始め、生活環境調査などを行います。
新リサイクル施設は令和 14 年度、可燃
ごみ処理施設は令和 19 年度の供用開始
を予定しています。

約約 12701270 万円万円

ごみ処理施設再編事業ごみ処理施設再編事業 新規

山岳観光による魅力発見と交流人口の増
加を目的とした計画策定を行います。
また、東赤石山の登山口に、災害時でも
活用できる移動式トイレを整備します。

約約 45604560 万円万円

山岳観光施策推進事業山岳観光施策推進事業
新規

約約 33 億億 60406040 万円万円

政策医療の実施や高度医療機器の更新を
支援します。地域医療体制の維持や強化
を図ることにより、市民の安心、安全な
暮らしに寄与します。

地域医療再生事業地域医療再生事業
継続

認定こども園整備事業…約 6990 万円　　母子保健事業…約 2540 万円  などまだまだたくさん
子育て支援事業

約約 11 億億 82308230 万円万円

子育て支援推進事業子育て支援推進事業

支援を必要とする出産・子育て世帯の経
済的負担を軽減し、より良い環境のもと
で子どもを産み、育てられるように子育
て支援を推進します。

継続

約約 33 億億 85108510 万円万円

学校給食費等学校給食費等
負担軽減事業負担軽減事業

学校給食費と保育園などの副食費の無償
化を継続するとともに、アレルギー対応
による完全弁当持参の児童生徒について
も、無償化相当分の支援を継続します。

継続 　

物
価
高
騰
が
長
期
化
す
る
中
で
、
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
や
安
心
、
安
全
な
子
育
て

環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
少
子

化
・
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

その他の事業予算の執行状況や事業の実施状況は、
今後本紙などでお知らせしていきます。

防災有線告知システム整備事業　・・　約 1 億 7050 万円
市単道路改良事業　・・・・・・・・　約 1 億 2390 万円
観光施設整備事業　・・・・・・・・　約 1 億    180 万円
体育施設整備事業　・・・・・・・・・・      約 7850 万円
公共施設照明ＬＥＤ化整備事業　・・・・      約 5610 万円

問い合わせ先問い合わせ先
財政課
　28-6007



60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
方

国
民
年
金
の
任
意
加
入
で

　
受
給
額
が
増
え
ま
す

　　

老
齢
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）
は
、
40

年
間
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額(

令
和
８
年

度
は
84
万
７
３
０
０
円)

を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
任
意
で
加
入
す
る

と
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
入
条
件

　

�

納
付
期
間
が
40
年
に
満
た
な
い
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方

国
民
年
金
保
険
料　

　

月
額　

１
万
７
９
２
０
円

申
込
先
　
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

持
参
物

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

　
・
本
人
確
認
書
類

　
・
金
融
機
関
の
通
帳
と
お
届
け
印

　
・
年
金
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　
　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
課
（
年
金
担
当
）

　
　

28
・
６
０
１
８

令
和
８
年

令
和
８
年
1010
月
分
か
ら

月
分
か
ら

下
水
道
使
用
料

下
水
道
使
用
料
がが
変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す

　

急
速
な
人
口
減
少
に
伴
う
使
用
料
収
入

の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
費

用
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
下
水
道
事
業
の

経
営
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
た
耐
震

化
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
持
続
的
な
下
水
道
事
業
の
運

営
を
目
指
し
、
令
和
８
年
10
月
分
（
11
月

請
求
分
）
か
ら
、
次
の
通
り
下
水
道
使
用

料
を
見
直
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課　

28
・
６
２
３
０

区分 改定前
（9 月まで）

改定後
（10 月以降）

基本使用料 10㎥まで 1,069 円 1,144 円 75 円増

従量使用料
（1㎥につき）

11 ～ 20㎥ 147 円 160 円 13 円増

21 ～ 30㎥ 168 円 183 円 15 円増

31 ～ 50㎥ 178 円 193 円 15 円増

51 ～ 100㎥ 220 円 235 円 15 円増

101㎥～ 231 円 246 円 15 円増

湯屋汚水 1㎥につき 31 円 31 円 ―

基本使用量基本使用量

従量使用量従量使用量

下水道料金の仕組み下水道料金の仕組み

毎月定額

使用量に応じて決
定。段階的に単価
を設定

+

※�

基
本
使
用
料
と
従
量
使
用
量
の
合
計
額

（
10
円
未
満
切
り
捨
て
）
が
、
水
道
料
金
と

一
緒
に
請
求
さ
れ
ま
す

本
人
確
認
実
施
中
！

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
搬
入
時
に

　
身
分
証
明
書
の
提
示
を

　
　
お
願
い
し
ま
す

　

市
内
で
発
生
し
た
ご
み
に
限
り
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
で
き
ま
す
。
搬

入
す
る
際
は
、
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明

書
に
よ
る
本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

※�

市
内
で
発
生
し
た
ご
み
を
市
外
在
住
者
が
搬

入
す
る
と
き
な
ど
は
、
別
途
手
続
き
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
▼

問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
０
１
５

農
業
委
員
　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

新
し
い
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

新
し
い
農
業
委
員
（
19
人
）
と
各
地
区

の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
24
人
）

は
、
こ
ち
ら
で
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す
▼

任
期
　

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

28
・
６
０
５
０



南海トラフなどの巨大地震の発生に備え、木造住宅の耐震診断や耐震改修工事費用の一部を補助します。南海トラフなどの巨大地震の発生に備え、木造住宅の耐震診断や耐震改修工事費用の一部を補助します。

木造住宅の木造住宅の
耐震診断・耐震改修工事費用を補助耐震診断・耐震改修工事費用を補助しますします

最大最大
215215万万
２千円２千円

耐震診断技術者を
市が派遣する場合

登録事業者に
依頼する場合

無料 最大 5 万円
※対象経費の2 / 3以内

耐震改修設計 耐震改修工事
最大 30 万円

※対象経費の4 / 5以内
※早期申請で最大40万円

最大 115 万円
 ※対象経費の4 / 5以内
 ※早期申請で最大150万円

耐震改修工事
+ 耐風改修工事

木造住宅耐震
シェルター

最大 170 万 2 千円
※耐震 対象経費の4 / 5以内
※耐風 対象経費の23/100以内

最大 40 万円
 ※40万円までは全額補助

　　　　　次の全てに該当
・昭和 56 年 5月 31 日以前に着工した一戸建て
・2階建て以下で延床面積が 500㎡以下
・専用住宅または延床面積の過半が住宅用途の併用住宅

　　　　次の全てに該当
・市税などを滞納していない
・暴力団員などでない

　　　　　5/7（木）
※令和 9 年 1 月 29 日（金）までに完了報告書を提出してください
※必ず補助決定後に着手してください
※予算額を超えた場合は受け付けを終了します

　　　　　要事前相談
登記簿謄本や固定資産税の課税明細など、建築年度と構
造が分かる資料を持参してください。

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　建築住宅課 28-6183

1 耐震診断費用を補助

2 耐震改修工事費用を補助 ※要改修と
　診断された場合

備えよう！

診断 改修

詳しくはこちら▶

対象住宅

対象者

受付開始

申請方法

申請・問い合わせ先

軽
自
動
車
　

自
動
二
輪
車

車
検
時
の
納
税
証
明
書
提
示
は

　
不
要
で
す

　　

軽
自
動
車
（
全
車
種
）
の
継
続
検
査
（
車

検
）
時
に
は
、
納
税
証
明
書
の
提
示
は
原

則
不
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
も
、
納
税
証
明
書
の
郵
送
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

28
・
６
０
１
１

録画機能付きドアホン　防犯カメラ
防犯機器の導入費用を補助します

市内在住の方が自宅に設置する防犯機器の購入ま
たは設置費用を補助します。

　　　　最大 1 万円 ※設置費用の 1/2
　　　　　令和 9 年 2/26（金）

　※必ず購入・設置前に申請してください
　※予算額を超えた場合は受け付けを終了します
　※補助要件など詳しくはお問い合わせください

くらしの相談センター 28-6143

公共の場所を撮影する
防犯カメラの設置費用を補助します

犯罪を未然に防止するため、自治会などの団体が
道路や公園を撮影する防犯カメラを設置する際の
費用を補助します。

　　　　最大 25 万円 ※購入費用の 4/5
　　　　　要事前相談
　※補助対象や要件など詳しくはお問い合わせください

くらしの相談センター 28-6143

補助額

補助額

申請期限

申請方法

ハ
ン
ド
ル
型
電
動
車
椅
子
購
入
補
助

受
付
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た

　　

市
報
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
運
転

免
許
を
自
主
返
納
し
た
65
歳
以
上
の
方
が

購
入
し
た
、
電
動
車
椅
子
へ
の
補
助
」
の

受
付
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

変
更
前　

危
機
管
理
課

　

変
更
後　

公
共
交
通
課

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
共
交
通
課
（
市
役
所
３
階
）

　
　

28
・
６
１
３
８　
　



倒壊による事故防止や避難路確保のために、市が指定する道路に面し倒壊による事故防止や避難路確保のために、市が指定する道路に面し
た危険ブロック塀などの除却や建て替え費用を補助します。た危険ブロック塀などの除却や建て替え費用を補助します。

　　　　　　　　次の全てに該当
・倒壊の危険性がある
・指定避難路などに面する
・明らかな法令違反がない

　　　　次の全てに該当
・市内にある危険ブロック塀の所有者
・市税などを滞納していない
・暴力団員などでない

　　　　　受付中
※令和 9 年 1 月 29 日（金）までに工事完了報告書を提出してください
※予算額を超えた場合は受け付けを終了します

　　　　　要事前相談
　写真など現状が分かる資料を持参してください。

　　　　　　　　　　建築住宅課 28-6183

　　　　最大 30 万円
　次のいずれか少ない金額の 2/3
・安全対策に要した費用（税抜）
・対象の塀の長さ（ｍ）× 8万円

詳しくはこちら▶

こんなひび割れ
ありませんか？

セルフ点検セルフ点検
チェックポイントチェックポイント
□ 塀の高さは 2.2㍍以下か
□ 塀の厚さは十分か
□ 控え壁・ 基礎があるか
□ 塀にひび割れや
　 傾きはないか

不適合があるときは専
門家に相談しましょう

最大最大
3030
万円万円

ブロック塀のブロック塀の
除却・建て替え費用を補助除却・建て替え費用を補助しますします

対象ブロック塀

受付開始

対象者

補助額

申請方法

申請・問い合わせ先

地震を感知すると自動で電気を遮断
感震ブレーカーの設置費用を補助します
　　　　　感震ブレーカーの購入・設置費用
　
　

　　　　市内在住の全世帯 ※諸条件あり
　　　　最大 1 万 5000 円 ※補助対象経費の 3/4 以内
　　　　　令和 9 年 3/10（水）

　�申請書に、①品名や金額が分かる領収書、②設置
箇所が分かる写真を添えて提出してください。
　※申請は１世帯１回まで
　※�予算額を超えた場合は、受け付けを終了します
　※�申請書はホームページからダウンロードできます▼

予防課 28-6940

対象経費

申請期限

対象者
補助額

分電盤タイプ
電気工事店に依頼

コンセントタイプ
電気工事店に依頼
またはホームセン
ターで購入

簡易タイプ
ホームセンター
で購入

××警報

地震による家具の転倒や落下を防止
家具等固定器具の設置費用を補助します
　　　　　固定器具などの購入・設置費用
　
　

　　　　市内在住の全世帯 ※諸条件あり
　　　　最大 7500 円 ※補助対象経費の 3/4 以内
　　　　　令和 9 年 3/31（水）

　�申請書に、①品名や金額が分かる領収書、②設置
箇所が分かる写真を添えて提出してください。
　※申請は１世帯１回まで
　※�予算額を超えた場合は、受け付けを終了します
　※�申請書はホームページからダウンロードできます▼

危機管理課 28-6934

対象経費

申請期限

対象者
補助額

ガラス飛散
防止フィルム

マット式ポール式

Ｌ字金具 ベルト式



普
通
救
命
講
習
　
Ⅰ

日時 場所 定員

　　5/30（土） 9：30 〜 12：30 防災センター 50人

　　6/28（日） 〃 〃 〃

　　7/26（日） 〃 西分署 25人

　　7/31（金） 13：30 〜 16：30 防災センター 50人

　　8/11（火・祝） 　9：30 〜 12：30 〃 〃

　　8/22（土） 〃 東分署 15人

　　9/　6（日） 〃 防災センター 50人

　10/11（日） 〃 〃 〃

　11/23（月・祝）
9：30 〜 11：30 〃 〃
※ eラーニング（WEB 講習）で受講時間を短縮

　12/20（日） 9：30 〜 12：30 〃 〃

　　1/30（土） 〃 〃 〃

　　2/14（日） 〃 〃 〃

　　3/20（土） 〃 〃 〃

Ⅲ
　　6/13（土） 9：30 〜 12：30 防災センター 25人

　　7/18（土） 〃 〃 〃

令和８年度　まちづくり出前講座
普通救命講習Ⅰ・Ⅲを
　開催します

　・普通救命講習Ⅰ
　　成人に対する心肺蘇生法
　・普通救命講習Ⅲ
　　小児、乳児、新生児に対する心肺蘇生法
　※受講者には修了証を発行します
　　　　　開催日の 5 日前
　電話またはファクスで申し込んでください。

　警防課 28-6933　　23-6614

対象講座

申込期限

FAX 

関
川
分
団
第
４
部

石
水
貴
大
さ
ん

農
業
関
連
会
社
勤
務

教
え
て
消
防
団
の
こ
と

　

地
域
の
方
に
誘
わ
れ
て
入
団
し
て

か
ら
、今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。

団
で
は
月
に
２
回
程
度
、
設
備
の
点

検
や
地
域
の
巡
回
を
行
う
ほ
か
、
年

に
１
回
の
地
域
防
災
訓
練
で
消
火
訓

練
の
指
導
に
携
わ
る
な
ど
、
地
域
の

安
心
、
安
全
を
守
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
頃
に

安
心
し
て
過
ご
せ
て
い
た
の
は
、
消

防
団
を
始
め
と
す
る
地
域
の
大
人
た

ち
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。
社
会
人
と
な
っ
た
今
、

そ
の
一
員
と
し
て
地
域
を
守
る
立
場

に
立
て
た
こ
と
に
、
大
き
な
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

申込・問い合わせ先

令和 8 年 5 月下旬（予定）から
気象の警報などが大きく変わります

警報・注意報名に警戒レベルが付きます
　�レベル 3、4 が発表されたら、危険度が高まった
地域が地図で表示される「キキクル」などを見て、
早めの避難を心掛けましょう。
　レベル 5 → 命の危険　直ちに安全確保！
　レベル 4 → 危険な場所から全員避難
　レベル 3 → 避難に時間が掛かる人は避難
　レベル 2 → 避難行動を確認
　レベル 1 → 災害への心構えを高める

松山地方気象台 089-941-6293

河川氾濫 大雨 土砂災害 高潮
レベル 5

氾濫特別警報
レベル 5

大雨特別警報
レベル 5

土砂災害特別警報
レベル 5

高潮特別警報

レベル 4 までに危険な場所から避難！

レベル 4
氾濫危険警報

レベル 4
大雨危険警報

レベル 4
土砂災害危険警報

レベル 4
高潮危険警報

レベル 3
氾濫警報

レベル 3
大雨警報

レベル 3
土砂災害警報

レベル 3
高潮警報

レベル 2
氾濫注意報

レベル 2
大雨注意報

レベル 2
土砂災害注意報

レベル 2
高潮注意報

早期注意情報（レベル 1）

詳しくは
こちら▼

キキクル▼



6/1 ～ 6/7 は6/1 ～ 6/7 は水道週間水道週間
中田井浄水場を一般公開します中田井浄水場を一般公開します

浄水管理センター 28-6458浄水管理センター 28-6458

期間　
　水道週間中 10：00～16：00
　※土日含む
場所
　中田井浄水場（中曽根町 25）

要申込

8 年に 1 度
水道メーターの交換に

ご協力ください
水道メーターは、計量法により 8年に 1度の交換
が義務付けられています。
交換は無料で、市が委託した業者が作業に伺いま
す。作業は 15 分ほどで終わりますが、その間は水
道を止めさせていただきます。ご理解とご協力を
お願いします。
※委託業者が交換費用を請求することはありません

上水道課 28-6454

子ども若者発達支援センター（パレット）

運営審議会委員 募集
幼児期から若者まで、一貫した支援を行う子ども若
者発達支援センターの運営について審議します。

　　　2 人程度
　　　令和 8年 7月から 2年間
　　　1 回 8000 円
　　　※年に 2回程度、平日に開催
　　　　次の全てに該当する方
　・市内在住、在勤、在学の 20 歳以上
　・行政機関の職員または市議会議員でない
　・本市の他の審議会などを 4つ以上兼ねていない
　　　　　5/22（金）

　�住所、氏名、年齢、電話番号、志望動機（障がい
児福祉に関する経験や思いなど、400 字程度）を明記し
てメール、ファクス、郵送または持参してくださ
い（様式自由）。

　※結果は応募者全員へ文書で通知します

発達支援課 28-6029　　28-6030
palette@city.shikokuchuo.ehime.jp

〒 799-0411 下柏町 749-2

FAX 

定員
任期
報酬

対象者

応募期限

詳しくはこちら▶

ユーホールの運営を通じて文化芸術活動を発展
ボランティアメンバー 募集

ユーホール（土居文化会館）が主催するイベントで、
スタッフとして協力していただける方を募集しま
す。

　　　　　
　�会場設営、受け付け、会場案内、場内アナウンス、
物資の搬入と搬出、舞台転換など
　※年に 2〜 3回程度
　　　若干人
　　　令和 9年 3月 31 日まで ※更新あり
　　　無償
　　　　市内在住、在勤、在学の 18 歳以上
　　　　　9/30（水）

　�電話、ファクス、メール、郵送または直接お申し
込みください。

ユーホール 28-6353　　28-6388
bunkakaikan@city.shikokuchuo.ehime.jp

〒 799-0712 土居町入野 939

FAX 

定員
任期
報酬
対象者
応募期限

活動内容

　　　　　　　初心者対象
    パソコン点字教室 受講生募集
点訳の初歩から、簡単な手紙が書けるようになるま
で学べます。

※�上記期間以外でも点訳指導ができます。興味がある方はご

連絡ください

ボランティア市民活動センター
28-6039　　28-6160FAX 

福祉会館
1 階

（毎週木曜日・全 9回）

川之江文化センター
1 階

（毎週土曜日・全 4回）

日
時

6/4 〜 7/30
19：30 〜 21：00

6/6 〜 6/27
14：00 〜 15：30

講
師 点字やすらぎ会 点字サークルはなびら

持
参
物
パソコン（貸出有り） パソコン

定
員 10 人程度 10 人程度

申
込
期
限

6/3（水） 5/29（金）

�電話またはファクスで申し込んでください。
※応募者多数の場合は責任抽選



☆
エ
ブ
リ
デ
イ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
☆

英
会
話
講
座 

受
講
生
募
集

　　

国
際
交
流
員
か
ら
日
常
的
な
英
会
話
を

学
べ
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
は
な
く
、
英
会
話

に
自
信
が
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

日
時
　
全
４
回
・
毎
週
木
曜
日

　

６
月
18
日
～
７
月
９
日　

19
時
～
20
時

場
所　

福
祉
会
館
４
階

講
師　

ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ツ
ー
ル

対
象　

高
校
生
以
上

定
員　

12
人
（
４
人
以
上
で
開
講
）

受
講
料　

　

一
般　

２
０
０
０
円

　

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
員　

１
０
０
０
円

申
込
期
限　

６
月
11
日
（
木
）

　

�

電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
国
際
交
流
協
会
（
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）

　
　

28
・
６
１
３
７

　
　

sifa@
city.shikokuchuo.ehim

e.jp

国
際
交
流
員
と
ク
イ
ズ
に
挑
戦

☆
ク
イ
ズ
ナ
イ
ト
☆ 

参
加
者
募
集

　　

国
旗
か
ら
四
国
中
央
市
に
関
す
る
こ
と

ま
で
、ク
イ
ズ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
多
種
多
様
。

チ
ー
ム
に
な
っ
て
交
流
を
深
め
な
が
ら
優

勝
を
目
指
そ
う
。

日
時
　
６
月
３
日（
水
）19
時
～
20
時
30
分

場
所　

市
役
所
市
民
交
流
棟 

２
階

講
師　

ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ツ
ー
ル

対
象　

高
校
生
以
上

定
員　

12
人
（
４
人
以
上
で
開
講
）

受
講
料　

　

一
般　

１
０
０
０
円

　

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
員　

５
０
０
円

申
込
期
限　

５
月
27
日
（
水
）

　

�
電
話
、メ
ー
ル
、ま
た
は
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
国
際
交
流
協
会
（
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）

　
　

28
・
６
１
３
７

　
　

sifa@
city.shikokuchuo.ehim

e.jp

気功
期間 6/3 ～ 3 月（全 18 回）
日時 第 2・4水曜日 19：30 ～ 21：00
定員 20 人
費用 腰帯代 2500 円

切り絵
期間 6/11 ～ 3 月（全 10 回）
日時 第 2 木曜日 10：00 ～ 12：00
定員 20 人
費用 材料代 8000 円

野菜ソムリエの
こねないパンでランチ教室

期間 6/19 ～ 2 月（全 10 回）
日時 月 1 回金曜日 10：00 ～ 13：00
定員 16 人
費用 材料代 2000 円

太極拳
期間 6/12 ～ 2 月（全 18 回）
日時 第 2・4金曜日 19：30 ～ 21：00
定員 40 人

保存食作りと簡単おやつで
ティータイム

期間 6/16 ～ 3 月（全 10 回）
日時 月 1 回火曜日 10：00 ～ 13：00
定員 16 人
費用 材料代 2000 円

誰でも楽しめる盆栽
期間 6/13 ～ 2 月（全 18 回）
日時 第 2・4土曜日 19：00 ～ 21：00
定員 20 人
費用 諸経費 5000 円 +盆栽代（持参可）

クラフトバンド（紙バンド）
期間 6/5 ～ 2 月（全 18 回）
日時 第 1・3金曜日 9：30 ～ 12：00
定員 20 人
費用 道具代 3000 円＋材料代

野菜ソムリエの
旬の野菜食べきり料理教室

期間 6/26 ～ 3 月（全 10 回）
日時 月 1 回金曜日 10：00 ～ 13：00
定員 16 人
費用 材料代 1800 円

はじめてのハーモニカ
期間 6/13 ～ 3 月（全 18 回）
日時 第 2・4土曜日 13：30 ～ 15：30
定員 15 人
費用 ハーモニカ代 5000 円（持参可）

楽しい着付け（前期）
期間 6/3 ～ 9 月（全 15 回）
日時 毎週水曜日 10：00 ～ 11：30
定員 6 人
費用 衣紋抜き代 500 円

土
居
文
化
会
館
（
ユ
ー
ホ
ー
ル
）

生
き
が
い
講
座 

受
講
生
募
集

申
込
期
限
　
５
月
20
日
（
水
）

　

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
未
受
講
者
を
優

先
し
責
任
抽
選

受
講
料
　
年
間
１
５
０
０
円

　

※
太
極
拳
講
座
と
気
功
講
座
は
２
２
０
０
円

　

※
講
座
に
よ
り
別
途
材
料
費
な
ど
有
り

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ユ
ー
ホ
ー
ル　

28
・
６
３
５
３

ボランティア市民活動研修会
アフリカの路上に生きる子どもたち
置き去りにされた孤独、それでも今日を生きる

6/7（日）13：30～15：00
市役所市民交流棟 2 階
　　佐藤南

な み ほ

帆
　　（モヨ・チルドレン・センター代表）

　　50 人　　6/4（木）
※応募者多数の場合は抽選

ボランティア市民活動センター
28-6039　　28-6160

定

講

募

FAX 

平和を守り　未来を創る
自衛隊就職相談会

5/15（金）17：00～18：00
市役所市民交流棟 1 階多目的室

予約不要！何でもご相談ください。

自衛官募集中！
　　　　　　6/5（金）まで
　　　　　　　　　通年

自衛隊新居浜出張所 0897-32-5396

詳しくはこちら▶
２士（任期制自衛官）
幹部候補生



自
分
の
こ
と
と
し
て

　

人
権
問
題
を
「
誰
か
の
こ
と
」「
遠
い

昔
の
こ
と
」
と
捉
え
て
し
ま
う
人
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
本
当
に
そ
れ
は
自
分
と
は
無

関
係
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が
暮

ら
す
社
会
の
中
に
は
、
今
も
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
や
子
ど
も
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

人
権
、
部
落
差
別
、
外
国
人
へ
の
偏
見
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹ひ

ぼ
う謗
中
傷
、
い

じ
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
問
題
な
ど

。

　

こ
れ
ら
は
決
し
て
特
別
な
人
だ
け
に
起

き
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
社
会
の
仕
組

み
や
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意
識
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
、
広
が
っ
て
い
く
も
の
で

す
。

　

ま
た
、「
知
ら
な
か
っ
た
」「
そ
ん
な
つ

も
り
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
思
い
込
み
や

固
定
観
念
か
ら
、
無
意
識
の
う
ち
に
誰
か

を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
加
害
者

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
人

権
に
つ
い
て
学
び
続
け
る
姿
勢
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
は
、
全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
生

き
る
た
め
の
土
台
で
す
。
差
別
や
偏
見
の

な
い
社
会
を
作
る
た
め
に
は
、
ま
ず
私
た

ち
自
身
が
「
こ
れ
は
自
分
の
問
題
で
も
あ

る
」
と
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
意
識
を
向
け
、
行

動
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
、
社
会
は
少
し

ず
つ
良
い
方
向
へ
動
い
て
い
き
ま
す
。「
誰

か
の
こ
と
」
で
は
な
く
、「
自
分
の
こ
と
」

と
し
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
学
び
、
行

動
す
る
一
歩
を
共
に
踏
み
出
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

人権課 28-6073

隣保館だより配信中▶

予約不要　秘密厳守

人権相談実施中
平日　9：00～16：00

差別や虐待、ハラスメント、イン
ターネット上の誹謗中傷など、さ
まざまな人権問題について、法務
局職員や人権擁護委員が相談をお
受けします。

松山地方法務局四国中央支局
23-2407

上上分大運動会分大運動会
8：30 ～

上分小学校グラウンド
　上分公民館 28-6248

松柏地区合同大運動会松柏地区合同大運動会
8：30 ～

松柏小学校グラウンド
　松柏公民館 28-6062

妻鳥大運動会妻鳥大運動会
8：30 ～

妻鳥小学校グラウンド
　妻鳥公民館 28-6250

中曽根ふれ愛運動会中曽根ふれ愛運動会
9：00 ～

中曽根小学校グラウンド
　中曽根公民館 28-6061

三島大運動会三島大運動会
8：30 ～

三島小学校グラウンド
　三島公民館 28-6063

豊岡大運動会豊岡大運動会
8：30 ～

豊岡小学校グラウンド
　豊岡公民館 28-6067

寒川大運動会寒川大運動会
9：00 ～

寒川小学校グラウンド
　寒川公民館 28-6066

SUN 242455

参加者募集！
おいしいパン教室

初回　6/4（木）13：00 ～
　　　（6、7、9 月の第 1・3 木曜日）

　　15 人 ※初心者優先
　　700 円

中曽根公民館 28-6061

定
円



法律相談法律相談（要予約）
 5/18 月 13：00～16：00 川之江文化センター 1 階
 5/20 水  9：00～12：00 くらしの相談センター
 6/10 水 〃 　　　　 〃
相談日前日16時までにご予約ください（平日のみ）

くらしの相談センター（市役所 1 階）  28-6143

若者の就労相談若者の就労相談（要予約）
1 人 1 時間の相談　定  1 日 4 人
対  就職にお悩みの 15 歳～ 49 歳の方または保護者
 5/11 月 13：00～17：00 ハローワーク四国中央 1 階
 5/25 月 〃 　　　　　　〃
 6/ 8 月 〃 　　　　　　〃

東予若者サポートステーション  0897-32-2181

行政相談行政相談
 5/12 火 10：00～12：00 新宮公民館 1 階
 5/18 月 〃 土居窓口センター 1 階
 5/19 火 13：30～15：30 川之江文化センター 2 階
 5/25 月 10：00～12：00 市役所 2 階　202 会議室
 6/ 8 月 〃 土居窓口センター 1 階
 6/10 水 〃 新宮公民館 1 階

総務調整課  28-6002

くらしの相談センター
市役所1階
28-6143

消費・DV・暴力団消費・DV・暴力団
一般相談一般相談

平日 8：30～17：15
・�消費生活トラブルなどの

困り事の相談
・�適切な相談窓口の案内
   など

ジョブあしすとUMA　
三島宮川2-4-2   23-6558

jobassist@lagoon.ocn.ne.jp

障がい者の「働く」を応援
就労相談・支援就労相談・支援

月～金 9：00～17：30
※来所相談は要予約
・障がい者雇用の相談
・�障がいのある方の就業や
   日常生活支援 など

県暴力追放推進センター
松山市若草町7-1
089-932-1893

ひとりで抱え込まないで
暴力団相談暴力団相談・情報提供・情報提供

平日 8：30～17：15
・�暴力団に関する困り事の

相談
・�被害の防止や回復のため

の情報提供 など

障がい児（者）の家族を支える
療育等支援事業療育等支援事業

・療育の場での支援
・専門講師による研修や巡
   回相談

・障がい理解のための講演
   会 など

澄心そうだんさぽーと
    22-3311
　 22-3347FAX

無料特許・商標相談無料特許・商標相談（要予約）
 6/ 1 月 13：00～16：00 四国中央商工会議所 1 階

相談日5日前までにご予約ください
四国中央商工会議所  58-3530

司法書士相談司法書士相談（要予約）
 5/12 火  9：00～12：00 くらしの相談センター
 5/13 水 13：00～16：00 川之江文化センター 1 階
 5/20 水 〃 土居窓口センター 1 階
 6/ 5 金  9：00～12：00 くらしの相談センター
 6/10 水 13：00～16：00 川之江文化センター 1 階
相談日前日16時までにご予約ください（平日のみ）

くらしの相談センター（市役所 1 階）  28-6143
不動産相談不動産相談（要予約）
 5/14 木 13：00～17：00 宇摩建設会館 3 階
 6/11 木 〃 　　　　 〃

相談日前日までにご予約ください（平日のみ）

県宅地建物取引業協会四国中央地区連絡協議会  24-2235

人権相談人権相談
 5/18 月 10：00～12：00 土居福祉センター 2 階
 6/ 1 月 13：00～15：00 川之江文化センター 4 階
 6/10 水 10：00～12：00 新宮公民館 1 階

人権課  28-6073

専門相談員がサポート専門相談員がサポート
多重債務相談多重債務相談
平日  9：00～12：00
 　 13：00～17：00
カードローンやキャッシン
グなどの借金に関する相談
ができます。

四国財務局
多重債務者相談窓口

087-811-7801

・平日    9：00～16：00
　※週の初めは 18 時まで

・第 2 土 10：00～15：00
相談日前日までにご予約く
ださい。

新居浜年金事務所
新居浜市庄内町1-9-7

0897-35-1445

将来の暮らしに備える将来の暮らしに備える
年金相談年金相談（（要予約）

マイナンバーカードマイナンバーカード
出張出張サポートサポート

窓口に来ることが難しい
方のために、職員がご自
宅などへ伺い、マイナン
バーカードの申請などを
サポートします。
※事前に申し込みが必要

市民課 28-6161

平日  9：00～17：00
・事業承継に関する相談
・事業承継計画の策定支援
・�M＆Aに関するマッチン

グ支援 など

事業承継・引継ぎ支援センター
松山市久米窪田町487-2

089-948-8511

大切な事業を次の世代へ大切な事業を次の世代へ

事業承継相談事業承継相談（（要予約）

当月 1111日から翌月 1010日までの予定を掲載



健康でいこや！四国中央健康でいこや！四国中央

元気を「見える化」 
お元気度測定会

6/   4（木）しこちゅ～ホール 1 階会議室

6/24（水）市民交流棟 2 階

6/30（火）ユーホール
各日 ①13：30～14：00　②14：00～14：30  
          ③14：30～15：00  
体組成や運動機能などを測定します。
対 市内在住の 65 歳以上
定 各日先着 30 人
募 5/11（月）開始
問 長寿支援課  地域包括支援センター
　　 28-6147

詳しくは
こちら▼

家族で考える！脳の健康セミナー
- あなたの家族は大丈夫？もの忘れとお金について -

5/16（土）14：00～15：15（開場 13：30）
しこちゅ～ホール 小ホール
　　

定 先着 200 人
問 県民公開講座事務局 089-941-6356

座長  中村 寿 医師（十全総合病院長）

予防接種を受けましょう

日本脳炎

問 医療対策課  28-6209

突然の高熱や頭痛、意識障害や麻
ま ひ

痺などを引き起
こし、後遺症の発生や死に至ることがあります。
対 1 期　生後 6 か月～ 7 歳 6 か月未満
　 2 期　9 歳～ 13 歳未満　 

感染力が非常に強く、高熱や発疹が出たり、肺炎
などの重い合併症を引き起こしたりすることがあ
ります。
対 1 期　1 歳児　　2 期　年長児

※�母子健康手帳で接種記録を確認し、
　医療機関に予約をしてください

平成 18 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日生ま
れで、接種の差し控え期間（平成 17 年 5 月 30
日～平成 22 年 3月 31 日）に接種できなかった人
は、引き続き 20 歳になる前日まで接種が受け
られます。

特例措置対象

麻しん風しん

詳しくは
こちら▼

認知症になる前の " もの忘れ "
　今からできる予防の話

14：00～14：40
講 枝

え だ ひ ろ あ つ ま さ

廣篤昌 医師（豊岡台病院長）

お金の備えと家族の安心
14：45～15：15
講 岡本裕志 （伊予銀行）

第
１
部

第
２
部

10月21日（水）まで

熱中症特別警戒アラート熱中症特別警戒アラート運用中
広い範囲で過去に例のない危険な暑さとなり、人
の健康に重大な被害が生じる恐れがある場合に発
表されます。発表時は外出を控えましょう。

問 生活環境課  28-6145
暑さをしのげる場所「クーリングシェルター」
を公共施設に設置しています▶
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。
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に
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気
に

な
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が
あ
る
場
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は
、
早
め
に
医
療
機
関
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受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

前
立
腺
が
ん
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、
他
の
が
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と
比
べ
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進
行
が
緩
や
か

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
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進
行

す
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と
、
次
の
よ
う
な
症
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み
ら
れ
ま
す
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尿
が
出
に
く
く
、
残
尿

感
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あ
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・
尿
の
回
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が
多
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・
尿
が
漏
れ
る

　

・
排
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時
に
痛
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が
あ
る

　

・��

尿
や
精
液
に
血
が
混
じ

る
　
な
ど

主
な
症
状

１

　

前
立
腺
が
ん
を
早
期
に
発

見
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う

な
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

・
Ｐ
Ｓ
Ａ
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血
液
検
査
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・
直
腸
内
指
診

　

・��

超
音
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検
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エ
コ
ー
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・
М
Ｒ
Ｉ
検
査

　

・
組
織
検
査
　
な
ど

検
査
方
法

３
　

年
齢
や
進
行
の
程
度
、
病

歴
な
ど
を
踏
ま
え
て
決
定
さ

れ
ま
す
。主
な
治
療
法
に
は
、

手
術
療
法
、
放
射
線
療
法
、

ホ
ル
モ
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療
法
、
化
学
療
法

な
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が
あ
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ま
す
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活
習
慣
を
整
え
る
こ
と

で
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症
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リ
ス
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で
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ど
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認知症の本人や家族、地域の方、
お気軽にご参加ください
※当月 11 日から翌月 10 日まで
　の予定を掲載しています

詳
し
く
は

こ
ち
ら
◀

ふくふくカフェ 22-3442（片木）

 6/  7　（日） 　9：30～11：30 川之江町 1856-43
はくの森カフェ 090-8698-0131（井川）

 5/24　（日） 　9：30～11：30 上柏町 202-1
こころの癒し喫茶 22-4967（鎌田）

 5/14　（木） 14：00～16：00 中曽根町 391-2
やまじ風喫茶 090-7577-7253（猪川）

 5/21　（木） 13：30～15：30 土居町入野 117-1
あいあい北野 74-4527（近藤）

 5/14　（木） 10：00～12：00 土居町北野 1834-2

しこちゅ～しこちゅ～
みんなのみんなの
カフェカフェ

長寿支援課  地域包括支援センター　28-6147

認知症専門医に話しませんか
もの忘れ相談もの忘れ相談
5/20（水）13：30～14：30
長寿支援課
講 白石 公

こ う

 医師（こころの森しらいしクリニック）

定 2 人（1 人 30 分程度）※応募者多数の場合は責任抽選

募 5/13（水）まで

詳しくは
こちら▼

認知症の方や家族の語り合いの場
本人ミーティング本人ミーティング
5/22（金）10：00～11：30
市役所市民交流棟 2 階
募 5/20（水）まで

詳しくは
こちら▼

からだとこころの 健康相談
5/12（火）9：00～11：00
保健センター
健康相談、血圧測定、血管年齢測定 など
対 市内在住
問 保健推進課  28-6054

詳しくは
こちら▶

急病などで困ったときは…

テレガイド　23-5990　※自動音声

休日当番医や夜間救急医をお伝えします。

病院案内　28-9119　※消防署

休日や夜間などに受診できる病院をお伝えします。

えひめ救急電話相談　＃ 7119
（ダイヤル回線・IP 電話）089-909-9935

医師や看護師が症状を把握し緊急性を判断します。

子ども医療電話相談　＃ 8000
（ダイヤル回線・IP 電話）089-913-2777

医師や看護師が家庭での応急対処の方法などをアドバイスします。

こども急患センター（小児科）　0897-32-5658
診療時間   月～土曜日  21：00～翌

朝6：00
　　　　 日・祝日　  18：00～ 21：00
　　　　  ※5/3 ～ 5/6 は休診

新居浜市一宮町
1-13-52

急患医療センター（内科・小児科）　   56-1913
診療時間   月～土曜日  19：30～22：30

※ 5/3 ～ 5/6 は休診

妻鳥町1501-1

災害拠点病院が2病院になります
災害拠点病院とは、災害時に重症患者の受け
入れなどを行い、災害医療の中心となる医療
機関として都道府県が指定する病院です。

問 四国中央保健所  23-3360

HITO 病 院 が 新 た
に指定され、災害
時の医療体制が更
に充実しました。

宇摩圏域の災害拠点病院
・四国中央病院
・HITO 病院

※都合により変更される場合があります
※当月 11 日から翌月 10 日までの予定を掲載しています

休日当番医 （午前） 9：00 ～ 12：00
（午後）14：00 ～ 17：00

診療
時間

※受付時間は医療機関ごとに異なります

東部 西部
5/17

日  
井上整形外科医院 相引医院
24-2171 （三島中央） 74-3127 （土居町入野）

5/24
日

大西内科医院 西岡病院
56-2018 （金生町下分） 24-5511 （三島金子）

5/31
日  

松岡整形外科医院 こんどうファミリークリニック
58-5455 （川之江町） 72-6700 （土居町津根）

6/ 7
日

やべ内科クリニック うみ・まちクリニック
23-5018 （三島宮川） 24-7531 （中之庄町）
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だ
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乳幼児を家庭で養育して
いる保護者を対象に、地
域限定の電子マネーを給
付します。

ほっこりん手当

出産世帯応援補助金
出産世帯を対象に、育児
用品などの購入に使える
地域限定の電子マネーを
給付します。

※市内の登録店舗で利用できます
※�給付額や対象者など、詳しくは
　2次元コードをご確認ください

詳しくは
こちら▼

詳しくは
こちら▼

ほ
っ
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り
ん

手
当
◀︎

出
産
世
帯
応

援
補
助
金
◀︎

Happy BirthdayHappy Birthday

親子の情報広場親子の情報広場

令和 7 年 5 月生まれ

応募方法などは、
ホームページに掲載！

6/1（月）必着

お子さま募集！
（7月に満1歳）
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あ
り
が
と
う
！

斉
藤
乃の

の

は
々
春
ち
ゃ
ん

（
妻
鳥
町
）

藤
田
千ち

は
や颯

く
ん

（
土
居
町
野
田
）

ち
っ
ち
の
笑
顔
は
世
界
を
救
う
。

愛
し
て
る
よ



ぼしゅう

相談・健診 保健推進課　28-6054

 離乳食セミナー  妊婦・育児相談  乳幼児健診
 6/11（木）9：30〜11：00
 保健センター
 6/9（火）まで

 5/19（火）10：00〜11：30
 土居こども館
 5/26（火）13：30〜15：00
 保健センター

 対象者には案内文を
 送付しています。妊

婦
相
談

育
児
相
談

 0 歳児主体  1・2 歳児主体  おはなし主体

 6/2（火）
 妻鳥保育園

 6/18（木）
 川之江ふれあい交流センター

 6/16（火）
 川之江図書館

親子ふれあいあそび
体操・手あそび・育児相談

10：00 ～11：30
5/18（月）9：00～16：00受付

こども村  56-1310
詳しくは
こちら▼

詳しくは
こちら▼

詳しくは
こちら▼

土
居
小
学
校

土
居
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　　

新
施
設
が
完
成
！

新
施
設
が
完
成
！

　

昨
年
９
月
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

た
土
居
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
新

施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
の
開
所
式
に
は
、
児
童
や
関

係
者
な
ど
約
20
人
が
出
席
し
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
新
た
な
拠
点
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

建
設
に
当
た
っ
て
は
、
快
適
な
室
内
環

境
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
建
物
で
消
費

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
ゼ
ロ
に
す
る

Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
を
取
得
。
外
壁
断
熱
や
高
効

率
エ
ア
コ
ン
、
太
陽
光
発
電
な
ど
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

ニュース

おしらせ

子育てフェスタ2026子育てフェスタ2026
運営スタッフ、出展者募集中
①運営スタッフ、②ミニゲームや体験など子
ども向けブースの出展ができる団体を募集し
ます。

申込期限   5/22（金）
　2次元コードから申し込み。
　※②は申し込み多数の場合、責任抽選
問い合わせ先
　こども家庭課  28-6027

保育園などの副食費保育園などの副食費
小・中学校の給食費小・中学校の給食費
四国中央市は今年度も無償！

保育園、認定こども園、幼稚園の
おかず、おやつなどが無償
対象者  � �本市に住民登録があり、保育園などに通う

満 3歳以上の園児がいる保護者
※申請手続きは不要です
※�食物アレルギー対応のため、副食の提供を
受けずお弁当を持参している園児の保護者
には、副食費相当分を支給します（対象の
方には園を通じてご案内します）

問い合わせ先   保育幼稚園課  28-6022

市内の小・中学校の給食が無償
対象者  � 本市の小・中学校に通う児童生徒の保護者

※申請手続きは不要です
※�食物アレルギー対応のため、学校給食の提
供を受けずお弁当を持参している児童生徒
の保護者には、給食費相当分を支給します
（対象の方には学校を通じてご案内します）

問い合わせ先   教育総務課  28-6293

施設概要

建物構造
　木造（平屋建て）

敷地面積
　2095.74㎡

延床面積
　178.7㎡

総事業費
　1億 245 万円

みんなで子育てフェスタを
盛り上げよう！

開催日・場所
　11/29（日）
　伊予三島運動公園

対象期間 4 月分〜 令和 9 年 3 月分
例
年
と
は
開
催
日
が

異
な
り
ま
す

申し込みは
こちら▼



まちの出来事をお届け

四国中央タイムス
令和 8年 5月号

春
爛
漫

桜桜
の
便
り
に
笑
顔
咲
く

　

３
月
21
日
か
ら
４
月
５
日
に
掛

け
て
、
市
内
各
地
の
桜
の
名
所
で

「
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
民

謡
や
楽
器
演
奏
、
ダ
ン
ス
や
鉄
砲

隊
の
演
武
、
ゲ
ー
ム
大
会
や
も
ち

投
げ
な
ど
を
楽
し
む
行
楽
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

取材中に
撮影した
桜の写真
はこちら
▼

すすきヶ原入野公園春まつり 向山公園桜まつり

城山公園桜まつり三島公園桜まつり



本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、ホーム
ページ「まちの話題」に
掲載しています

手
漉
き
和
紙
に
決
意
を
込
め
て

紙
乃
國
入
庁
式
で
決
意
表
明

　

４
月
１
日
、
40
人
の
新
規

任
用
職
員
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
決
意
を
揮き

ご
う毫

し
た
手
漉

き
和
紙
を
携
え
て
、
入
庁
式

に
出
席
し
ま
し
た
。

　

日
本
一
の
紙
の
ま
ち
を
象

徴
す
る
「
紙
乃
國
」
と
冠
し

た
入
庁
式
で
は
、
新
規
任
用

職
員
に
紙
の
ま
ち
の
セ
ー
ル

ス
マ
ン
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
内

に
あ
る
３
つ
の
工
房
で
漉
か

れ
た
和
紙
が
、
辞
令
書
や
決

意
表
明
の
半
紙
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
規
任
用
職
員
を
代
表
し

て
抱
負
を
述
べ
た
の
は
、
市

民
部
国
保
医
療
課
に
配
属
さ

れ
た
井
川 

空
さ
ん
。「
市
民

の
方
々
に
安
心
感
や
親
し
み

や
す
さ
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
笑
顔
を
大
切
に
し
、

皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職

員
に
な
り
た
い
で
す
」
と
「
笑

顔
」
の
２
文
字
を
掲
げ
ま
し

た
。

　

令
和
４
年
４
月
の
就
任

以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

や
イ
ベ
ン
ト
で
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
る
書

道
家
・
青
柳
美
扇
さ
ん
が
、

５
度
目
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
に
行
わ
れ
た

就
任
式
で
は
、
迫
力
あ
る

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
、
５
年
目
に
懸
け

る
意
気
込
み
を
力
強
く
表

現
し
ま
し
た
。

迫
力
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

青
柳
美
扇
さ
ん
が
５
度
目
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
就
任

暮
ら
し
と
ま
ち
を
発
展
さ
せ
た
銅
山
川
疏
水

疏
水
感
謝
祭
で
先
人
の
遺
徳
を
偲し

の

ぶ

　

３
月
29
日
、
本
市
の
産

業
の
発
展
に
寄
与
し
、
日

本
一
の
紙
の
ま
ち
の
礎
を

築
い
た
銅
山
川
の
分
水
事

業
を
た
た
え
る
疏
水
感
謝

祭
が
、戸
川
疎
水
公
園（
上

柏
町
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
柏
公
益
会
（　

岡 

晶
会
長
）に
よ
る
祭
事
に
、

今
年
も
多
く
の
関
係
者
や

市
民
が
参
加
し
、
先
人
の

遺
徳
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、

ま
ち
を
支
え
る
水
の
恵
み

に
感
謝
を
表
し
ま
し
た
。

　

３
月
21
日
と
22
日
の
２

日
間
、
し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー

ル
で
「
し
こ
ち
ゅ
～
ま
ん

な
か
フ
ェ
ス
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
グ
ル
メ
や
雑

貨
が
並
ぶ
マ
ル
シ
ェ
、
中

学
生
や
高
校
生
に
よ
る
演

劇
、
人
気
映
画
の
上
映
会

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
誰
も
が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
は
、
連
日
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

春
の
陽
気
の
下
で
笑
顔
行
き
交
う

し
こ
ち
ゅ
～
ま
ん
な
か
フ
ェ
ス
が
大
盛
況

　

３
月
22
日
、
新
宮
の
春

の
風
物
詩
「
山
焼
き
」
が

新
宮
町
上
山
の
塩
塚
高
原

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
45
分
に
山
頂

に
放
た
れ
た
炎
は
、
地
元

消
防
団
が
警
戒
に
当
た
る

中
、
約
２
時
間
掛
け
て
19

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
焼
き
ま
し

た
。
焼
け
跡
か
ら
芽
吹
い

た
命
は
、
や
が
て
山
肌
を

緑
色
に
染
め
、
秋
に
は
黄

金
色
の
ス
ス
キ
が
観
光
客

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

新
宮
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

塩
塚
高
原
で
山
焼
き
を
実
施



まちの出来事をお届け

四国中央タイムス
令和 8年 5月号

紙
へ
の
愛
着
を
育
み
た
い

㈱
ゴ
ー
ク
ラ
が
今
年
も
自
由
画
帳
を
寄
贈

　

３
月
13
日
、
株
式
会
社

ゴ
ー
ク
ラ
（
望
月
康
平
代

表
取
締
役
）
か
ら
、「
遊

び
を
通
じ
て
紙
へ
の
愛
着

を
育
ん
で
ほ
し
い
」
と
の

思
い
を
込
め
て
、
市
内
の

保
育
園
な
ど
に
通
う
園
児

へ
自
由
画
帳
１
３
２
０
冊

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
に
よ
る
寄
贈
は
平

成
14
年
度
か
ら
毎
年
続
け

ら
れ
て
お
り
、
表
紙
の
デ

ザ
イ
ン
は
三
島
高
校
の
生

徒
が
手
掛
け
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る

清
水
防
災
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
寄
贈

　

４
月
13
日
、
有
限
会
社

清
水
防
災
（
長
野
大
嗣
代

表
取
締
役
）
か
ら
、「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
を
込
め

て
、
市
内
に
住
む
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

１
０
０
個
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
社
に
よ
る
寄
贈
は
令

和
３
年
度
か
ら
毎
年
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
17
日
、
公
益
社
団

法
人
宇
摩
法
人
会
（
篠
原

聡
一
会
長
・
写
真
中
央
右
）

か
ら
、
市
内
の
保
育
施
設

や
小
・
中
学
校
に
絵
本
や

紙
芝
居
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
用
三
脚
な
ど
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
会
に
よ
る
寄
贈
は
平

成
21
年
度
か
ら
毎
年
続
け

ら
れ
て
お
り
、
篠
原
会
長

は
「
子
ど
も
た
ち
の
学
び

や
成
長
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
応
援

宇
摩
法
人
会
が
今
年
も
教
育
用
品
を
寄
贈

龍
翔
産
業
㈱　
龍
越
商
事
㈱　
商
通
㈱

小
・
中
学
校
に
教
育
用
品
を
寄
贈

　

３
月
23
日
、
土
居
町
上

野
で
再
生
資
源
回
収
業
な

ど
を
営
む
龍
翔
産
業
株
式

会
社
（
岡
本
龍
翔
代
表
取

締
役
社
長
・
写
真
中
央
右
）

な
ど
３
社
か
ら
、
関
川
小

学
校
と
土
居
中
学
校
に
液

晶
視
力
計
な
ど
28
点
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
本
社
長
は
、「
教
育

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

域
の
皆
さ
ま
に
恩
返
し
し

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

伊
予
土
居
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

太
陽
の
家
に
空
気
清
浄
機
を
寄
贈

　

伊
予
土
居
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
岸 

良
一
会
長
）

は
、
地
域
に
密
着
し
た
奉

仕
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
で
結
成
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

３
月
29
日
、
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
地
域
の

福
祉
向
上
を
願
い
、
今
年

２
月
に
下
柏
町
に
移
転
新

築
し
た
障
害
児
入
所
施
設

「
太
陽
の
家
」
に
、
空
気

清
浄
機
３
台
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
18
日
、
４
月
か
ら

自
衛
隊
に
入
隊
す
る
４
人

の
若
者
が
大
西
市
長
を
表

敬
訪
問
し
、
責
務
に
対
す

る
意
気
込
み
を
伝
え
ま
し

た
。
国
の
平
和
と
安
全
を

守
り
た
い
と
自
衛
官
を
志

し
た
若
者
が
日
々
の
訓
練

と
学
び
で
心
身
を
鍛
え
、

立
派
な
自
衛
官
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
13
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

安
心
と
安
全
を
守
る
決
意
を
胸
に

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
が
表
敬
訪
問

写
真
右
か
ら
　
谷 

希き
り
ゅ
う龍
さ
ん
（
高
知
高
校
卒
）、
谷 

吹ふ
ぶ
き希
さ
ん
（
川
之
江
高
校
卒
）、

河
野
瑞
希
さ
ん
（
同
）、
近
藤
誠
人
さ
ん
（
土
居
高
校
卒
）



本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、ホーム
ページ「まちの話題」に
掲載しています ※所属や学年などは取材時のものです

　

日
本
プ
ロ
テ
ニ
ス
協
会

が
主
催
す
る
身
体
能
力
の

高
い
選
手
を
発
掘
す
る
全

国
大
会
で
、
リ
ア
ン
テ
ニ

ス
チ
ー
ム
（
金
生
町
山
田

井
）
に
所
属
す
る
三
好 

慧
さ
ん（
中
曽
根
小
１
年
）

が
、
２
年
連
続
で
最
優
秀

選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

３
月
18
日
に
市
役
所
を
訪

れ
た
三
好
さ
ん
は
、「
憧

れ
の
錦
織
圭
選
手
の
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
、
将
来

の
目
標
を
語
り
ま
し
た
。

　
　

２
年
連
続
で
最
優
秀
選
手
に
選
出

テ
ニ
ス 

三
好 

慧け
い

さ
ん
が
喜
び
の
報
告

　

県
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ

ス
吹
矢
協
会
愛
媛
や
ま
じ

風
支
部
に
所
属
す
る
３
人

が
、
３
月
７
日
に
東
温
市

で
開
催
さ
れ
た
「
県
ス

ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢

チ
ー
ム
対
抗
戦
」
で
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

３
人
は
４
月
２
日
に
市
役

所
を
訪
れ
、
優
勝
の
喜
び

を
語
り
、
更
な
る
飛
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

　
　

県
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
チ
ー
ム
対
抗
戦 

優
勝

選
手
３
人
が
喜
び
の
報
告

写
真
右
か
ら
　
武
村
健
司
さ
ん
、
宮
崎
邦
宏
さ
ん
（
支
部
長
）、
坂
東
来く
る
み実
さ
ん
（
川

之
江
北
中
２
年
）

四
国
中
央
地
区
防
犯
協
会　
四
国
中
央
警
察
署

新
１
年
生
に
防
犯
下
敷
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

４
月
３
日
、
子
ど
も
た

ち
に
安
全
な
学
校
生
活
を

送
っ
て
も
ら
お
う
と
、
四

国
中
央
地
区
防
犯
協
会

（
大
西
賢
治
会
長
）
と
四

国
中
央
署
（
藤
原
雅ま

さ
て
る光
署

長
）
か
ら
市
内
20
校
の
新

小
学
１
年
生
５
２
１
人
に

下
敷
き
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

下
敷
き
に
は
、
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の

約
束
事
が
分
か
り
や
す
く

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
交
通
安
全
母
の
会

新
１
年
生
に
お
守
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

子
ど
も
の
交
通
事
故
防

止
や
交
通
安
全
教
育
の
普

及
に
取
り
組
む
市
交
通
安

全
母
の
会
（
高
橋
玲
子
会

長
）
か
ら
、
４
月
か
ら
市

内
の
小
学
校
に
通
う
新
１

年
生
に
、
交
通
安
全
の
お

守
り
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

４
月
13
日
に
は
中
之
庄
小

学
校
で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
同
会
か
ら
新
１
年
生

35
人
に
心
を
込
め
た
手
作

り
の
お
守
り
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
月
に
滋
賀
県
で
開
催

さ
れ
た
Ｐ
Ｇ
М
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
日
本

代
表
選
抜
大
会
西
日
本
決

勝
で
、藤
原
諒
星
さ
ん（
川

之
江
北
中
１
年
、
レ
オ
マ

高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
所

属
）
が
、
見
事
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
藤
原
さ
ん

は
４
月
13
日
に
市
役
所
を

訪
れ
、
７
月
に
ア
メ
リ
カ

で
開
催
さ
れ
る
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
の

活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　
　

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
の
出
場
権
を
獲
得

藤
原
諒り

ょ
う
せ
い星

さ
ん
が
日
本
代
表
選
抜
で
優
勝

　
　

教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
自
治
体
表
彰 

受
賞

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
し
こ
ち
ゅ
～
の
取
り
組
み
が
高
評
価

　

３
月
13
日
、
本
市
が
進

め
る
先
進
的
な
教
材
の
活

用
や
生
成
Ａ
Ｉ
を
取
り
入

れ
た
新
し
い
学
び
、
公
用

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
全
国
初
の
Ｄ
Ｘ
環
境

が
高
く
評
価
さ
れ
、「
教

育
Ｄ
Ｘ
推
進
自
治
体
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
教
育
Ｄ

Ｘ
に
積
極
的
に
取
り
組
む

自
治
体
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
本
市
の
受
賞
は
今
回

で
２
回
目
で
す
。



本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、ホーム
ページ「まちの話題」に
掲載しています

　

昭
和
54
年
に
伊
予
三
島

市
立
三
島
南
幼
稚
園
と
し

て
開
園
し
、
こ
れ
ま
で
に

１
６
３
７
人
の
園
児
を
送

り
出
し
て
き
た
三
島
南
幼

稚
園
が
、
令
和
８
年
３
月

末
を
も
っ
て
47
年
の
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
昭
和
54
年
に
土

居
町
立
東
幼
稚
園
と
し
て

開
園
し
、
１
５
４
８
人
の

園
児
が
通
っ
た
土
居
東
幼

稚
園
も
、
そ
の
役
割
を
終

え
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
に
は
三
島
南

幼
稚
園
で
、
23
日
に
は
土

居
東
幼
稚
園
で
閉
園
式
が

行
わ
れ
、
最
後
の
卒
園
生

や
保
護
者
、
そ
し
て
こ
れ

ま
で
園
を
支
え
て
き
た
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た

バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
が
行

わ
れ
、
色
と
り
ど
り
の
風

船
が
空
へ
と
舞
い
上
が
る

様
子
を
、
参
加
者
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に

見
守
り
ま
し
た
。

　

更
に
、
平
成
29
年
か
ら

休
園
し
て
い
た
土
居
西
幼

稚
園
と
石
川
保
育
園
も
、

同
じ
く
３
月
末
を
も
っ
て

閉
園
と
な
り
ま
し
た
。

三
島
南
幼
稚
園
と
土
居
東
幼
稚
園
が
閉
園

47
年
分
の
感
謝
を
乗
せ
て
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス

写
真
右
・
三
島
南
幼
稚
園
（
豊
岡
町
大
町
）

同
左
・
土
居
東
幼
稚
園
（
土
居
町
津
根
）

㈱
べ
ス
テ
ム

へ
ん
ろ
小
屋
を
無
償
塗
装

　

３
月
17
日
か
ら
25
日
に
掛
け
て
、
土

居
町
蕪
崎
で
塗
装
工
事
な
ど
を
営
む

株
式
会
社
べ
ス
テ
ム
（
山
内
一
正
代

表
取
締
役
）
が
、中
之
庄
町
に
あ
る
「
へ

ん
ろ
小
屋 
し
ん
き
ん
庵 

秋
桜
」
を
無

償
で
塗
装
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、　
「
お
遍
路
さ
ん
に

気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
思
い
か
ら

実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
年
月
と

と
も
に
劣
化
し

て
い
た
木
部
が

塗
り
替
え
ら
れ
、

へ
ん
ろ
小
屋
は

美
し
く
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

じ
た
。

　「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
挑

戦
を
あ
き
ら
め
ず
、
希
望
を
求
め
続
け

よ
う
！
」
と
の
思
い
を
強
く
し
、
県
都

松
山
を
後
に
し
た
。
と
は
い
え
、
小
職

の
未
熟
さ
や
至
ら
な
さ
か
ら
多
く
の

人
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
人
の
心

を
傷
つ
け
て
実
害
を
も
生
じ
さ
せ
た
事

実
を
消
し
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
も

現
実
で
あ
る
。

　
そ
の
日
の
夕
方
、
公
務
を
終
え
て
川

之
江
の
商
店
街
で
開
か
れ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
を
覗
き
に
行
こ
う
と
、
会
場
か
ら

少
し
離
れ
た
所
で
車
を
降
り
た
と
き
、

自
転
車
で
通
り
か
か
っ
た
小
学
校
高
学

年
の
男
子
七
～
八
人
に
取
り
囲
ま
れ
た
。

「
け
ん
じ
さ
ん
で
す
ね
！
」「
こ
の
前
給

食
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
ね
」「
こ
ん
ど
僕

ら
の
担
任
に
な
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
！
」

眼
を
輝
か
せ
、
無
邪
気
な
が
ら
も
妙
に

丁
寧
な
言
葉
遣
い
で
銘
々
に
話
し
か
け

て
く
る
子
ど
も
た
ち
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
、

「
こ
の
ま
ち
の
行
く
末
を
預
か
る
者
の
一

人
と
し
て
、
こ
の
子
た
ち
の
未
来
を
拓

く
た
め
に
、
責
任
あ
る
挑
戦
を
続
け
な

け
れ
ば
…
」再
び
、そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、

自
転
車
の
後
を
追
い
か
け
て
会
場
へ
向

か
っ
た
。

　
年
度
末
が
押
し
迫
っ
た
土
曜
日
の
県

民
文
化
会
館
サ
ブ
ホ
ー
ル
。
初
め
て
、

自
由
民
主
党
愛
媛
県
支
部
連
合
会
の
定

期
大
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

に
恵
ま
れ
た
。
党
員
で
は
な
い
も
の
の
、

県
下
各
市
町
の
首
長
さ
ん
方
と
と
も
に

来
賓
と
し
て
ご
案
内
を
受
け
、
壇
上
の

末
席
に
小
職
も
連
な
っ
た
。

　「
未
来
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
自
ら
の
手
で
切
り
拓
く
も
の
で
あ

る
。
挑
戦
な
き
国
に
未
来
は
な
い
。
守

る
だ
け
の
政
治
に
希
望
は
生
ま
れ
な

い
。」
力
強
く
朗
読
さ
れ
た
当
日
の
大
会

宣
言
の
中
軸
に
は
、
我
が
国
政
権
与
党

の
総
理
総
裁
が
施
政
方
針
演
説
の
締
め

く
く
り
に
語
っ
た
「
挑
戦
」
へ
の
思
い

が
据
え
ら
れ
て
お
り
、
大
い
な
る
勇
気

を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。

　
奇
し
く
も
、
四
国
中
央
市
政
に
お
け

る
小
職
の
「
挑
戦
」
の
出
鼻
が
挫
か
れ
、

こ
の
「
日
本
一
の
紙
の
ま
ち
」
で
あ
り

な
が
ら
も
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と

さ
れ
る
我
が
町
に
は
「
挑
戦
」
や
「
希

望
」
を
可
と
す
る
風
土
は
損
な
わ
れ
た

の
か
？
と
悲
嘆
に
暮
れ
た
日
か
ら
僅
か

二
日
後
の
こ
と
で
あ
り
、
先
の
衆
議
院

議
員
選
挙
で
絶
対
安
定
多
数
を
占
め
た

高
市
政
権
の
偉
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感

挑
戦
で

　
未
来
を
拓
け
る
か

四
国
中
央
市
長

　
大
西
賢
治



き
っ
か
け
は
М
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が

好
き
で
、
初
め
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
憧
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
学
２
年
生
の
時

に
見
た
М
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
、
愛
媛
県
出

身
の
芸
人
さ
ん
が
活
躍
し
て
い
る
姿
に
感
銘

を
受
け
、「
自
分
も
同
じ
舞
台
に
立
ち
た
い
」

と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
に
進
学
し
て
か
ら
も
そ
の
思
い
は
変

わ
ら
ず
、
友
達
と
漫
才
を
始
め
ま
し
た
。
初

め
て
の
舞
台
は
、
新
居
浜
市
で
開
催
さ
れ
て

い
た
「
笑
顔
甲
子
園
」
で
、
こ
こ
か
ら
芸
人

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

大
学
に
進
学
後
も
、
高
校
時
代
の
コ
ン
ビ

で
М
‐
１
に
出
場
し
、
３
回
生
の
時
に
初
め

て
予
選
を
通
過
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
通

し
て
、「
本
気
で
芸
人
に
な
り
た
い
」
と
い

う
思
い
が
強
ま
り
、
４
回
生
の
時
に
Ｎ
Ｓ
Ｃ

（
吉
本
総
合
芸
能
学
院
）
大
阪
校
へ
の
入
学

を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｓ
Ｃ
で
の
出
会
い
と
成
長

　

Ｎ
Ｓ
Ｃ
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
日
々
を
送

る
中
で
、
現
在
の
相
方
と
出
会
い
、「
ア
メ

リ
カ
の
州
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
自
分
は
ド

リ
フ
の
よ
う
な
笑
い
が
好
き
で
、
そ
の
価
値

観
が
一
致
し
た
こ
と
が
コ
ン
ビ
結
成
の
理
由

で
す
。

　

Ｎ
Ｓ
Ｃ
時
代
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
が
、
現
役
Ｎ
Ｓ
Ｃ
生
が
参
加
す
る
「
Ｎ
Ｓ

Ｃ
東
阪
合
同
合
宿
２
０
２
４
」
の
ネ
タ
バ
ト

ル
で
優
勝
し
た
こ
と
で
す
。
相
方
が
参
加

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
合
宿
に
参
加
し
て
い

た
Ｎ
Ｓ
Ｃ
生
と
４
人
組
ユ
ニ
ッ
ト
「
井
原
パ

ラ
ダ
イ
ス
」
を
結
成
し
て
臨
み
ま
し
た
。
約

３
７
０
人
が
競
い
合
う
中
で
の
優
勝
は
、
大

き
な
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

お
も
し
ろ
荘
出
演
へ

　

Ｎ
Ｓ
Ｃ
卒
業
後
に
、
井
原
パ
ラ
ダ
イ
ス
で

М
‐
１
に
出
場
し
、
３
回
戦
ま
で
進
出
し
ま

し
た
。
そ
の
際
の
動
画
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
注
目
を

集
め
、
日
本
テ
レ
ビ
系
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

「
お
も
し
ろ
荘
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
目

に
留
ま
り
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
経
て
同
番

組
へ
の
出
演
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

１
年
前
ま
で
大
学
生
だ
っ
た
自
分
が
、
年

末
に
実
家
で
見
て
い
た
番
組
に
出
演
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
驚
き
で
、
今
で
も
信
じ
ら
れ

な
い
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

地
元
に
愛
さ
れ
る
芸
人
へ

　

現
在
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
日
々

芸
を
磨
き
、
月
に
２
〜
３
回
、
舞
台
に
立
っ

て
ネ
タ
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
次
の
目
標
は
、

「
ア
メ
リ
カ
の
州
」
で
若
手
芸
人
が
活
躍
す

る
「
よ
し
も
と
漫
才
劇
場
」
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

芸
名
に
は
、
地
元
の
名
前
を
広
く
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

四
国
中
央
市
に
吹
く
「
や
ま
じ
風
」
に
ち
な

ん
だ
名
前
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
を
続

け
、
地
元
に
愛
さ
れ
る
芸
人
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

NSC 時代の合宿で優勝した井
原パラダイス（2024 年 9月）

本名：井原佳威（いはら かい）
2003 年 中之庄町生まれ。
中曽根小→三島東中→三島高
校→甲南大学→ NSC 吉本総合
芸能学院 大阪校（大学 4 回生
時に入学）。
2024 年 8 月に甘

か ん み か ん た

味甘太とアメ
リカの州を結成。同年 9 月に
4 人組ユニット井原パラダイス
を結成。
2025 年 3 月にデビュー。同年
12 月 31 日放送の、日本テレ
ビ系のバラエティ番組「ぐる
ぐるナインティナイン」の新
春おもしろ荘 2026 に井原パラ
ダイスとして出演し、注目を
集める。
現在もお笑い芸人として、大
阪の劇場を中心に活動中。

PROFILE

ライブで漫才をするアメリカ
の州（2026 年 1月）

NSC 時代に相方と漫才の練習に励んだ、難波千日前公園で撮影
（大阪府大阪市）

吉
本
興
業
所
属

吉
本
興
業
所
属

井原やまじ井原やまじさんさん

アアメメリリカカのの州州

お
笑
い
芸
人

お
笑
い
芸
人

きらびときらびと Vol.29



しんしん ゆうゆう

おやおや ともとも

法皇青年会議所  まちづくり委員会委員長  
昇
のぼる

 和希さん（ベストデリカ有限会社）

1994 年　川之江町生まれ
座右の銘は「反骨心」。

仕事人
四国中央市 法皇青年会議所
紙のまちの
未来未来を
切り開く

創立30周年故
郷
の
誇
り
を
胸
に

　

東
京
の
大
学
へ
進
学
後
、
卒
業
後
も
故

郷
に
は
戻
ら
ず
、
人
材
紹
介
会
社
に
６
年

間
勤
務
し
ま
し
た
。
現
在
は
結
婚
を
機
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
、
３
年
前
か
ら
叔
父
が
経
営

す
る
冷
凍
食
品
の
製
造
・
販
売
会
社
で
働

い
て
い
ま
す
。
東
京
で
の
経
験
を
通
し
て
、

こ
の
ま
ち
や
地
元
企
業
が
持
つ
力
と
可
能

性
は
決
し
て
都
会
に
引
け
を
取
ら
な
い
も

の
だ
と
実
感
し
、
故
郷
へ
の
誇
り
を
よ
り

一
層
深
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
、

安
全
で
お
い
し
い
食
品
を
食
卓
へ
届
け
、

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
存
在
で
あ
り
続

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

若
者
が
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

法
皇
青
年
会
議
所
で
は
、
創
立
30
周
年

記
念
大
会
を
始
め
と
し
た
各
種
事
業
の
企

画
や
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ち
の
企
業
が
持
つ
魅
力
や
可
能
性
を
若
い

世
代
へ
発
信
し
、
未
来
を
担
う
若
者
が
い

き
い
き
と
活
躍
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

法皇青年会議所創立30周年記念事業法皇青年会議所創立30周年記念事業
学生と地元企業がつながる交流イベント
企業発見ライブ企業発見ライブ
–– 未来へつなぐ架け橋未来へつなぐ架け橋 ––
8/22（土）13：00～17：00（開場 12：00）
伊予三島運動公園体育館
市内の多彩な企業と直接話せる大チャンス！
対 四国中央市に興味のある高校生以上の学生
定 180 人  ※応募者多数の場合は責任抽選
募 6/19（金）まで
　 2 次元コードから申し込み。
問 法皇青年会議所  22-4105

服装自由
市内企業
30社参加

スペシャルゲストも
やってくる！

参加者全員に
QUO カード 5000 円分を
プレゼント！

参
加
賞

宮﨑 修

四
国
中
央

商工
会議所専務理事

G U ES
T

G U ES
T

ほいけんた

お笑
い芸人

G U ES
T

G U ES
T

学生 8人が学院長表彰・市長表彰受賞学生 8人が学院長表彰・市長表彰受賞

3 月 7 日、四国中央医療福祉総合学院
で卒業式が行われ、学生 57 人が学び
舎を巣立ちました。このうち、特に優
秀な成績を収めた 8 人が、学院長表彰

と市長表彰を受け、表彰状と記念品が
贈られました。医療現場へと羽ばたく
卒業生たちの今後の活躍が期待されま
す。

● 体験学習
● 個別相談会
● 説明会 など

オープンキャンパスオープンキャンパス

5 17 日

10：00～

詳しくはこちら▶︎

6 14 日

10：00～

中之庄町 1684-10 24-1000 看護の日看護の日
〜ふれあい看護体験〜〜ふれあい看護体験〜

5/23（土）
10：00～12：30
看護の仕事を体験できる講
座です。将来の夢を見つけ
てみませんか。
対 中高生

申し込みは
こちら▶︎学院長表彰（写真上段左から）

 理学療法学科　林 康
こうせい

誠さん

 作業療法学科　丸山千尋さん　
 言語聴覚学科　北條七海さん

 看護学科　　　尾﨑美佐子さん

市長表彰（写真下段左から）

 理学療法学科　　岡 　さん

 看護学科　　　宇髙心
み ゆ

優さん

 言語聴覚学科　清家侑生さん

 作業療法学科　星加 諒さん　※欠席

じん︎



ホームページ

四
国
中
央
市
図
書
館

　2 年生になってから読書マラ
ソンを始め、朝早く起きて本を
読むことが日課になりました。
これまでに 160 冊以上読み、特
に動物の本が好きです。
　本をたくさん読むようになり、
友達に面白い本を勧められるよ
うにもなりました。これからも
読書マラソンを続けていきたい
です。

毎日の読書が習慣に

長
津
小
学
校
２
年

渡
邊 

樹い
つ
きさ

ん

※学校名と学年は、取材時のものです

本がスキ 6/26/2
STARTSTART チャレンジ！読書マラソンチャレンジ！読書マラソン

中学生中学生も参加できます

　
人
は
何
か
の
た
め
に
生
き
る
の
で
は
な

い
。
誰
か
の
た
め
に
生
き
る
の
だ
…
。
五

木
寛
之
の
告
白
的
人
間
論
、
最
後
の
集
大

成
。

　
書
き
お
ろ
し
の
文
章
の
ほ
か
に
、
地
方

で
の
講
演
、「
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
」
連
載
「
流

さ
れ
ゆ
く
日
々
」
か
ら
も
収
録
。

（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
マ
ー
ク
よ
り
引
用
）

大
河
の
一
滴
　
最
終
章

　 

五
木
寛
之
／
著
　
幻
冬
舎
　

お笑い芸人の井原や
まじさん。私の不慣
れな取材にも終始笑
顔で応えてくれまし
た。お笑いに対する
熱い思いが伝わって
きました。（北）

人と人がもっとつな
がり合えるように、
暮らしに役立つ情報
をもっとキャッチで
きるように、いろい
ろと試行錯誤してい
きます。（真）

桜の下で新しい制服
に身を包み、笑顔咲
かせる子どもたちの
姿を見かけ、春の訪
れを感じるとともに
思わず心がほっこり
しました。（西）

まるで春の嵐のよう
な新しい業務に四苦
八苦しています。早
く戦力になってどん
どん業務が進められ
るよう、頑張ります。
（川）

映画会
洋画「逢いびき」　英語・日本語字幕
5/14（木）10：00～11：45
川之江図書館
幸せな家庭を持つ人妻と、同じく家
庭のある医師が偶然出会い恋に落ち
る。苦悩の末別離を選ぶまでを描い
た、大人のメロドラマ。

本のリサイクル市
新しい持ち主を待っている本を迎え
に行こう！
①図書リサイクル市
　5/30（土）、31（日）9：00～17：00
　川之江図書館

②図書・雑誌リサイクル市
　6/2（火）～7（日）9：00～17：00
　おやこ図書館

読み聞かせ研修会
6/21（日）10：00～11：00
ユーホール
パネルシアターや絵本の読み聞かせ
のコツが学べるほか、幼児から小学
生におすすめの本を紹介します。
対  一般
定  先着 20 人
募  5/12（火）9：00 開始
　※各図書館で受け付け

月曜日と

５５月月の 川之江図書館  28-6256 29 日（金）

三島図書館   28-6053 13 日（水）～20 日（水）、29 日（金）

土居図書館   28-6354   5 日（火・祝）、6 日（水・振）、

  7 日（木）、29 日（金）

おやこ図書館   28-6258   3 日（日・祝）、6 日（水・振）、

21 日（木）～26 日（火）、31 日（日）特別整理期間
を含みます

蔵書
1500015000 冊



メダリストの技を間近で体験できる、大人から
子どもまで楽しめるイベントです。

谷本歩実（北京オリンピック金メダリスト）
　　　 影浦 心（ブタペスト世界選手権金メダリスト）

5/16（土）経験者向け
① 10：00〜12：00 　

小学生　　　70 人程度
② 14：00〜16：00

中学生〜高校生　　　60 人程度

5/17（日）未経験者向け
① 9：30〜10：30

50 歳〜　　  30 人程度
② 11：00〜12：00

未就学児と保護者 1 人　　　30 組（60 人）
③ 13：30〜15：00

小学生　　　50 人

5/12（火）まで
2 次元コードから申し込み。
※�伊予三島運動公園体育館または川之江体育

館の窓口でも申し込みできます
※応募者多数の場合は責任抽選

 伊予三島運動公園体育館  28-6071

暁雨館大学

地域史と古文書地域史と古文書
－関の峠を考える①－－関の峠を考える①－
6/27（土）10：00～11：30
暁雨館  常設展示室
関の峠周辺の遍路石や茶堂、遍路宿などの遍路文化や
人・文化の往来などについてお話しします。
 

 喜
き よ よ し

代𠮷榮
え い と く

徳（東田大師堂住職）　  先着 40 人程度
 5/10（日）9：00開始　　　　　　  暁雨館  28-6325

新茶の香り広がる    霧の森  お茶まつり霧の森  お茶まつり
6/7（日）9：00～15：00
霧の森  イベント広場  など

霧の森で特別なひとときをお楽しみください。
 霧の森  72-3111

　　　　　　　　　 2026 プレナスなでしこリーグ 1 部

愛媛 FCレディース愛媛 FCレディース
　VS　VS ニッパツ横浜 FC シーガルズニッパツ横浜 FC シーガルズ

マッチスポンサー：大王製紙

5/16（土）14：00キックオフ
スカイフィールド富郷  メイングラウンド
アマチュア女子最高峰リーグに所属する愛媛 FC レディース。
熱い試合を生でお楽しみください。

エリエールレディースデー

苔玉づくり体験 マルシェ

茶そばわんこ大会も開催！茶そばわんこ大会も開催！

みんなで応援しよう！！

警察車両の展示

金メダリストがやってくる！

しこちゅ～しこちゅ～
柔道柔道チャレンジフェスタチャレンジフェスタ！！
5/16（土）・17（日）
伊予三島運動公園体育館

手揉み茶体験

申
し
込
み
は

こ
ち
ら
◀︎

 2 次元コードからの申し込みで
      無料（LINE の画面が開きます）

 愛媛 FC レディース
　　  090-4912-5655（横山）

藻類を観察してみよう！
申
し
込
み
は

こ
ち
ら
◀︎

ゲスト



書を楽しむ    

四国中央市 連合書道展四国中央市 連合書道展
6/6（土）・7（日）9：00〜17：00 ※ 6/7 は 16：00 まで

中之庄公民館
魅力的な作品約 60 点を展示します。

 四国中央市書道連合会  23-5016（金崎）

油絵などを展示

絵画クラブリボーン展絵画クラブリボーン展
5/29（金）～ 5/31（日）9：00〜17：00 
　 ※ 5/31 は 15：00 まで

川之江文化センター  2 階
15 人の会員が描いた作品約 70 点を展示します。

 絵画クラブリボーン  090-8283-9531（内田）

誰でも一緒に競い合えるスポーツ

ボッチャ交流大会ボッチャ交流大会
5/23（土）13：30〜16：00 
伊予三島運動公園体育館
年齢、性別、障がいのあるなしに関わらず
楽しめるボッチャを体験しよう！

 12 組（1 チーム 3 人）
 5/11（月）～5/20（水）

　 ※応募者多数の場合は責任抽選

 障がいピアサポートセンター  090-2828-0439（NPO 法人心のわ）

１人
での参加もOK

 海のサイエンス！    

『海藻おしば』を作ろう！『海藻おしば』を作ろう！
6/13（土）16：00〜18：00 
川之江ふれあい交流センター

◀申し込みは
　こちら︎

 市内在住の小学 4 年生～中学 3 年生
 先着 20 人　  300 円（保険料含む）

 6/10（水）まで
　  2 次元コードから申し込み。

 かわのえ理科クラブ
　  　080-5125-5772（髙野）

手描き

海のモチーフ
イラスト
素材集

sea illu
stration

手描き海のモチーフイラスト
素材集

sea illustration

手描き
海のモチーフ
イラスト
素材集

sea illustration

藻類を観察してみよう！

 JAうま杯

健康マージャン健康マージャン
交流大会交流大会
6/21（日）9：00〜16：00
中之庄公民館  大ホール

 先着 60 人　　
 3500 円（昼食代含む）
 6/10（水）まで
 健康マージャン倶楽部・四国中央

　  　090-9778-7514（伴野）

川之江高校同窓会川之江高校同窓会
6/13（土）18：00開会
すし半（マリエージュ高砂殿）
川之江町 4069-58
18：00～18：30　 総会
18：30～20：00　 懇親会

 3000 円  ※ 22 歳以下は無料
 川之江高校同窓会事務局  58-2061

三島高校同窓会三島高校同窓会
6/13（土）16：00 開会
ホテルグランフォーレ
三島朝日 1-1-30
16：00～　 総会
16：30～　 懇親会

 5000 円  ※新卒者は無料

 菱門同窓会事務局（三島高校）  23-2136

美しいハーモニーをお届けします

宇摩合唱祭宇摩合唱祭
6/7（日）13：30～（開場 13：00）
しこちゅ～ホール  大ホール
市内で活動する合唱団体が集結。
日頃の練習の成果を披露します。
 宇摩音楽愛好会  090-8978-9229（鈴木）

講師 対象者 定員 参加費 受付期間・期限、申し込み方法 問い合わせ先

出場者募集



ハル（柴犬）
妻鳥町

な
ぁ
に
？

な
ぁ
に
？

の
振
り
向
き
顔
が

の
振
り
向
き
顔
が

大
好
き
で
す

大
好
き
で
す

イギタ（豆柴）
寒川町

お
転
婆
む
す
め
で
す
。

お
転
婆
む
す
め
で
す
。

マロ（ロングコートチワワ）
土居町上野

お
散
歩
が
大
嫌
い
な

お
散
歩
が
大
嫌
い
な

マ
ロ
隊
長
で
す

マ
ロ
隊
長
で
す

レオ（ビションフリーゼ）
三島宮川

甘
え
ん
坊
だ
け
ど

甘
え
ん
坊
だ
け
ど

元
気
い
っ
ぱ
い
な

元
気
い
っ
ぱ
い
な

男
の
子
で
す
。

男
の
子
で
す
。

マロン（柴犬）
下柏町

心
優
し
い

心
優
し
い
1414
歳
の
歳
の

男
の
子
で
す

男
の
子
で
す

コメ（マルチーズ）
川之江町

我
が
家
の
小
さ
な

我
が
家
の
小
さ
な

幸
せ
製
造
機

幸
せ
製
造
機

紙国再興課
令和８年４月から、市役所の組織
が大きく変わりました。
このコーナーでは、新しく設置さ
れた課を中心に、しこちゅ〜が市
役所のお仕事を紹介します。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
産

業
創
生
部
に
設
置
さ
れ
た「
紙

国
再
興
課
」
で
す
。

　
企
業
立
地
や
新
た
な
技
術

開
発
を
推
進
し
、
産
業
の
振

興
や
創
出
を
後
押
し
し
ま
す
。

紙国再興課 （代表） 　  　　28-6186
　商工労政係、起業振興係、
　企業立地促進係、GX 促進係
新素材探求室　  　　　    28-6186
　CNF 普及係
紙のまち資料館　　　　  28-6257

問い合わせ先

推
し
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
！

産業創生部産業創生部

紙国再興課の推シゴト！PICK UP!PICK UP!

その他
・水引き、手漉き和紙の振興
・紙のまち資料館の運営  など

補助金などを通じて、企業の
人材確保や販路の拡大、GX（脱
炭素化）などを支援します。

創業や経営の支援

市内の児童や学生が地域の産
業を学べる機会を設け、シビッ
クプライドの醸成と産業の PR
を図ります。

産業のPR

工場の新設や増設などの設備
投資を支援し、企業立地を促
進します。

企業立地の促進

大学などと連携して、紙関連
企業の研究や開発を後押しし
ます。

産学官の連携

詳しくは
こちら▶︎

四
国
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広
報
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これからも「分かりやすく」「読みやすい」紙面
を目指すため、アンケートにご協力ください！

ご
協
力
を

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す紙面の都合上、 質問や答弁の一部を要約して掲載しています。紙面の都合上、 質問や答弁の一部を要約して掲載しています。

質問の全編は、それぞれの２次元コード質問の全編は、それぞれの２次元コードからご覧いただけます。からご覧いただけます。

議会だよりを議会だよりを
リニューアルしました！リニューアルしました！

翠波高原の菜の花畑（金砂町平野山）翠波高原の菜の花畑（金砂町平野山）



三宅繁博

吉田善三郎
　

ビ
ジ
ネ
ス
や
生
活
環
境
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
急
速
に
浸
透

し
て
い
く
中
で
、
紙
需
要
は
長
期
的
か

つ
不
可
逆
的
に
縮
小
し
て
お
り
、
本
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
紙
産
業
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
。
今
後
、
企
業
が
市
場
や
経
済
環
境

の
激
し
い
変
化
に
適
応
し
て
い
く
た
め

に
、
本
市
の
令
和
８
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　

今
後
も
地
域
産
業
が
持
続
的
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、
企
業
の
技
術
力

や
生
産
力
の
強
化
に
加
え
、
新
た
な
価

値
創
造
を
後
押
し

す
る
環
境
づ
く
り

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
紙

の
付
加
価
値
を
高

め
る
新
た
な
可
能

性
を
拓ひ

ら

く
た
め
、

紙
素
材
の
新
展
開

や
新
素
材
の
創
出

　

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
確
保
や
定
着
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
人
材
の
確
保
だ
け
で
な
く
地
域
に

根
付
き
長
く
働
き
続
け
て
も
ら
う
環
境

整
備
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
医
療
従
事
者
の
持
続
的
な

確
保
や
移
住
・
定
住
施
策
と
連
動
し
た

対
応
や
学
生
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
地
域
医
療
を
支
え
る
医

療
機
関
へ
の
受
診
環
境
の
確
保
に
つ
い

て
伺
う
。

　

現
在
市
で
は
、
医
師
確
保
を
目
的
と

し
た
奨
学
金
貸
付
事
業
や
看
護
学
生
な

ど
の
確
保
の
た
め
入
学
金
を
補
助
す
る

な
ど
の
支
援
事
業
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
る
。

　

更
に
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
本
市
に

転
入
す
る
研
修
医
の
移
住
定
住
を
図
る

た
め
、
移
転
費
用
や
学
会
費
の
補
助
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
看
護
学
生
等
確
保

支
援
事
業
を
拡
充
し
、
市
内
の
医
療
専

門
学
校
入
学
者
に
対
す
る
入
学
支
援
金

に
向
け
て
、
愛
媛
大

学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
院
・
紙
産
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
や
愛
媛
県
産
業

技
術
研
究
所
紙
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
研
究
機
関
と
連
携

し
た
技
術
開
発
へ
の

支
援
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
能
動
的
に
知
見
を
深
め
、
新

た
な
用
途
や
機
能
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ

ア
や
ひ
ら
め
き
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加
も
支

援
し
、
価
値
創
造
を
促
す
た
め
の
一
貫

し
た
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
次
世

代
の
市
場
に
つ
な
が
る
製
品
及
び
技
術

の
開
発
を
促
進
し
て
い
く
。

　

本
市
の
紙
産
業
が
、
国
内
外
の
市
場

変
化
に
即
応
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

持
続
的
に
発
展
し
、
新
た
な
未
来
に
向

け
て
力
強
く
踏
み
出
し
て
い
け
る
よ

う
、産
業
基
盤
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

を
増
額
す
る
ほ
か
、
対
象
者
の
家
賃
の

一
部
補
助
を
実
施
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
卒
業
後
に
本
市
で
就
職

し
定
住
す
る
学
生
を
対
象
に
５
万
円
の

支
援
金
を
支
給
す
る
な
ど
、
医
療
人
材

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

受
診
環
境
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
医

療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
使
用

し
た
し
こ
ち
ゅ
～
モ

バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

推
進
事
業
を
実
施
す

る
。
従
来
の
福
祉
バ

ス
や
訪
問
診
療
に
加

え
、
医
療
と
交
通
を

一
体
的
に
提
供
す
る

医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
組

み
合
わ
せ
、
ま
ず
は

新
宮
地
域
か
ら
「
顔

の
見
え
る
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
」
を
開
始
す
る
。

　

今
後
も
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
そ
の
他
の
地
域
へ
の
拡
充
も
含

め
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
受
診
環
境
の
確
保
に
努
め

て
い
く
。

他
の
質
問　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
／
国
道
11
号
バ
イ
パ
ス

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
／
学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て
／
認
知
症
施
策
の
推
進
に

つ
い
て

他
の
質
問　

組
織
機
構
改
革
に
つ
い
て
／
新
法
皇
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
事
業
化
促
進

に
つ
い
て
／
保
育
・
幼
児
教
育
施
設
の
再
編
整
備
に
つ
い
て
／
農
業
政
策
に
つ
い

て

▲医療 MaaS と診療イメージ

▲紙産業技術センターなどの施設群

　
答
弁
　
市
長

　
答
弁
　
市
長
、
市
民
部
長

一新会

令和会



三浦克彦

原田泰樹

　

先
般
、
県
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
よ
る
想
定
被
害
に
つ
い
て
、
新
た

な
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
以
前
と

比
較
す
る
と
人
的
・
建
物
被
害
の
想
定

規
模
は
縮
小
し
て
い
る
も
の
の
、
甚
大

な
被
害
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

本
市
で
は
令
和
５
年
２
月
に
防
災

マ
ッ
プ
が
改
訂
さ
れ
た
が
、市
と
し
て
、

今
後
災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
地
域
に
お
け
る
防
災
・
減
災
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
ず
は
避
難
所
生
活
の
円
滑
な
運
営

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
た
避
難
所
ご
と
の
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
進
め
る
と
と

も
に
、
新
た
に
備
蓄
計
画
を
策
定
し
家

庭
備
蓄
な
ど
の
啓
発
や
公
的
備
蓄
の
考

え
方
を
明
確
に
し
、
備
蓄
の
確
保
に
努

め
、
避
難
後
の
生
活
の
環
境
整
備
を
進

め
る
。
水
害
対
策
と
し
て
、
県
作
成
に

よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
基
に
、

既
存
の
雨

水
内
水
浸
水

想
定
区
域
図

を
取
り
込
ん

だ
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
。

　

ま
た
本
市
の
危
機
管
理
体
制
の
更
な

る
強
化
の
た
め
、
危
機
管
理
課
を
設
置

し
、
災
害
時
の
迅
速
か
つ
効
率
的
な
意

思
決
定
の
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
災
害
対
応
の
中
枢
と
な
る
災

害
対
策
本
部
の
編
成
や
地
域
防
災
計
画

に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
一
方
で
、
防
災
・
減
災
対
策

に
お
い
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を

後
押
し
す
る
た
め
に
ま
ち
お
こ
し
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
室
を
設
置
し
、
地
域

の
核
と
な
る
現
在
の
公
民
館
機
能
の
再

構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

　

土
居
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
主

要
な
拠
点
で
あ
る
ア
リ
ー
ナ
土
居
周
辺

を
始
め
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
状
況

が
三
島
・
川
之
江
地
域
と
比
較
し
て
も

遅
れ
が
目
立
つ
状
況
に
あ
る
。

　

ア
リ
ー
ナ
土
居
、
土
居
駅
、
土
居
西

認
定
こ
ど
も
園
の
そ
れ
ぞ
れ
の
周
辺
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
進
捗
状
況

や
市
の
考
え
を
伺
う
。

　

ア
リ
ー
ナ
土
居
に
つ
い
て
は
、
誰
も

が
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
を

確
保
し
な
が
ら
、
周
辺
施
設
と
の
一
体

的
な
利
用
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
環
境
整

備
を
検
討
し
て
い
く
。

　

土
居
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

混
雑
時
に
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
状
況
を
認
識
し
て
お
り
、
送
迎
時
間

帯
に
離
合
す
る
車
両
が
交
錯
す
る
駅
前

通
り
の
交
差
点
付
近
の
改
良
を
始
め
、

駅
周
辺
を
円
滑
に
周
回
で
き
る
道
路
の

新
設
な
ど
具
体
的
に
検
討
を
進
め
、
駅

利
用
者
や
地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
や

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

土
居
西
認
定
こ
ど
も
園
の
周
辺
整
備

に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
土
居
小
学
校
や

土
居
中
学
校
周

辺
の
通
学
路
を

含
む
広
範
囲
で

の
安
全
対
策
が

必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、

歩
行
者
や
自
転

車
、
車
両
の
通
行
を
明
確
に
分
離
す
る

た
め
の
歩
道
整
備
や
自
転
車
通
行
帯
設

置
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
、
事
業
化
に
向
け
た

調
査
や
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
土
居
地
域
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
着
実
に
進
め
る
こ
と

で
、
地
域
住
民
の
生
活
基
盤
を
向
上
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

他
の
質
問　

市
内
高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
／
地
域
生
活
支
援
拠
点
整
備
に
つ
い

て
／
官
民
連
携
に
よ
る
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

他
の
質
問　

土
居
窓
口
セ
ン
タ
ー
周
辺
福
祉
関
係
施
設
再
編
に
つ
い
て
／
愛
媛
県

東
予
東
部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て
／
水
道
施
設
及
び
管
路
の
更

新
・
耐
震
化
に
つ
い
て

▲建て替える土居保育園

通常、 その年の１回目に開かれる定例会でのみ実施する質問形式。 各会派を代表して１名通常、 その年の１回目に開かれる定例会でのみ実施する質問形式。 各会派を代表して１名

（令和８年３月現在６会派） が、 様々な観点から市政に関して質問する。（令和８年３月現在６会派） が、 様々な観点から市政に関して質問する。「「代表質問代表質問」」とは ...とは ...

　
答
弁
　
市
長
、
総
務
部
長

　
答
弁
　
市
長
、
建
設
部
長

さきがけ公明

四国中央



宇田秀雄

吉原　敦

　

将
来
に
わ
た
り
持
続
的
な
地
域
経
済

を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、
既
存
産

業
の
高
度
化
に
加
え
、
若
者
の
多
様
な

職
業
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
人
口
流
出

を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
税
収
の
増
加
が
期
待
で
き
る

新
た
な
企
業
や
成
長
分
野
を
呼
び
込
む

企
業
誘
致
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

企
業
誘
致
の
基
本
的
な
考
え
と
し
て

は
、
産
業
集
積
や
豊
富
な
水
資
源
、
物

流
拠
点
と
し
て
の
地
理
的
優
位
性
な
ど

の
強
み
も
発
信
し
、
紙
産
業
と
の
親
和

性
が
高
い
業
種
に
加
え
、
環
境
、
新
素

材
、
Ｇ
Ｘ
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
な
ど
、
今

後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る
業
界
を
中
心

に
、
各
業
界
の
動
向
や
立
地
ニ
ー
ズ
な

ど
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
進
め
て
い

く
。

　

ま
た
、
近
年
は
子
育
て
支
援
策
や
教

育
環
境
な
ど
、
従
業
員
の
日
常
生
活
の

利
便
性
や
生
活
環
境
も
重
視
す
る
傾
向

　

本
事
業
は
、
地
域
の
防
災
・
減
災
の

面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
造
成
地
活
用
に

よ
る
関
連
産
業
の
新
た
な
誘
致
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
を
伺
う
。
ま

た
現
在
の
工
事
の
中
心
で
あ
る
土
砂
運

搬
車
両
の
推
移
と
そ
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。
加
え
て
、
未
売
却
地

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

　

本
事
業
は
、
約

１
７
０
万
立
方
メ
ー

ト
ル
の
土
量
に
よ
り

面
積
約
18
・
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
埋
め
立

て
、
令
和
10
年
度
末

の
竣
功
認
可
手
続

き
を
予
定
し
て
い
る
。
総
事
業
費
は
約

83
億
円
で
あ
り
、
分
譲
面
積
は
約
15
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
る
。
工
事
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
計
画
ど
お
り
進
ん

で
お
り
、
本
年
１
月
末
時
点
で
工
事
進

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
支
援
な
ど

に
手
厚
い
本
市
の
魅
力
に
つ
い
て
も
あ

わ
せ
て
打
ち
出
し
て
い
く
。

　

令
和
８
年
度

は
、
本
格
的
な
誘

致
活
動
に
向
け
、

重
点
的
に
受
入
基

盤
の
整
備
と
効
果

的
な
情
報
発
信
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
ず
受
入
基
盤
の

整
備
と
し
て
、
新
た
な
用
地
の
適
地
調

査
に
加
え
、
市
内
の
空
き
店
舗
な
ど
の

遊
休
施
設
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
企

業
の
多
様
な
進
出
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。
効
果
的

な
情
報
発
信
と
し
て
は
、
企
業
が
求
め

る
情
報
や
本
市
の
強
み
で
あ
る
産
業
集

積
、
物
流
優
位
性
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
整
理
し
た
Ｐ
Ｒ
資
料
を
作
成
し
効
果

的
に
活
用
す
る
な
ど
、
企
業
に
対
す
る

訴
求
力
を
高
め
て
い
く
。
以
上
の
よ
う

に
、
実
効
性
の
高
い
企
業
誘
致
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

捗
率
は
約
67
・
８
％
で
あ
る
。
今
後
は
、

護
岸
開
口
部
の
閉
め
切
り
工
事
を
令
和

８
年
度
か
ら
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

土
砂
搬
入
に
伴
う
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

の
台
数
に
つ
い
て
は
、
現
在
１
日
当
た

り
延
べ
約
２
５
０

台
で
推
移
し
て
い

る
。

　

交
通
安
全
対
策

と
し
て
、
昨
年
10

月
に
搬
入
ル
ー
ト
を
見
直
し
た
上
、
市

街
地
区
間
や
、
埋
立
地
周
辺
の
運
搬

ル
ー
ト
に
も
通
行
注
意
を
促
す
看
板
を

設
置
し
、
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

未
売
却
地
の
解
消
に
向
け
、
こ
れ
ま

で
の
分
譲
公
募
の
結
果
を
踏
ま
え
、
第

３
回
に
お
い
て
公
募
範
囲
を
市
外
企
業

に
も
拡
大
し
た
。
引
き
続
き
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
事
業
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、

経
済
産
業
省
の
分
譲
地
紹
介
ツ
ー
ル
や

不
動
産
開
発
業
者
な
ど
へ
の
情
報
提
供

な
ど
を
活
用
し
広
く
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ

た
企
業
へ
の
情
報
提
供
や
交
渉
の
継
続

な
ど
、
早
期
売
却
に
努
め
て
い
く
。

他
の
質
問　

地
球
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
／
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
／
三
島
川
之
江
港
の
整
備
に
つ
い
て

他
の
質
問　

地
域
共
生
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
／
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
に
つ
い
て
／
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
い
て

 

　
答
弁
　
市
長
、
経
済
部
長

　
答
弁
　
市
長
、
建
設
部
長
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誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
学

校
へ
行
き
づ
ら
い
児
童
生
徒
ら
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
な
支
援
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
個

人
と
社
会
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
た
め
、
学
び
直
す
こ

と
で
社
会
に
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
持
て
る
で
あ
ろ
う
夜

間
中
学
の
設
置
を
切
望
す
る
。

　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た

各
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
に
よ

り
、
児
童
生
徒
や
そ
の
保
護
者
を
支

援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努

め
て
い
る
ほ
か
、
学
級
担
任
と
不
登

校
児
童
生
徒
と
の
つ
な
が
り
を
途
切

れ
さ
せ
な
い
よ
う
、
家
庭
訪
問
、
電

話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
っ

た
支
援
を
行
う
な
ど
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
丁
寧
な
関

わ
り
を
続
け
な
が
ら
、
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。
今
後
も
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
た
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

　

夜
間
中
学
に
つ
い
て
は
、
県
に
よ
る
調
査
段
階
だ
が
、
現

状
、
具
体
的
な
方
針
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今

後
も
設
置
に
係
る
調
査
、
研
究
は
継
続
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
県
や
他
市
町
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
紙
産
業
の
将
来
を
見
据
え
、

人
材
確
保
を
重
要
課
題
と
し
て
伺
う
。

　

市
内
３
高
校
の
特
色
づ
く
り
や
地
域
産
業
と
教
育
の
連

携
を
通
じ
、
若
者
が
地
元
企
業
へ
就
職
し
人
材
が
循
環
す

る
仕
組
み
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

　

市
内
３
高
校
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
特
色
を
活
か
し
た
農

業
や
紙
産
業
に
特
化
し
た
学
科
の
創
設
な
ど
、
生
徒
に
選

ば
れ
る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
へ
の
要
望
を
県
教
育
委
員

会
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
若
者
育
成
の
た
め
、小
・

中
学
校
の
段
階
か
ら
紙
産
業
や
も
の
づ

く
り
へ
の
理
解
を
深
め
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
一
層
推
進
し
、
郷
土
へ
の
誇
り
と

職
業
観
の
醸
成
に
も
努
め
る
と
と
も
に
、

市
外
の
高
校
や
大
学
に
進
学
し
た
若
者

に
対
し
て
も
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進

す
る
た
め
、
市
内
企
業
と
連
携
し
、
情

報
の
発
信
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

今
後
も
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

紙
産
業
が
持
続
的
に
発
展
し
、
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る

よ
う
、
ま
た
、
若
年
層
を
中
心
と
す
る
人
材
が
市
内
企
業

へ
と
循
環
す
る
流
れ
が
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

地
域
住
民
か
ら
の
「
駅
の
ト
イ
レ
を
な
ん
と
か
し
て
ほ

し
い
」
と
の
要
望
が
以
前
か
ら
強
い
。
土
居
駅
と
寒
川
駅

は
旧
来
の
和
式
く
み
取
り
式
で
あ
り
衛
生
面
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
も
利
用
し
た
い
と
は
思
え
な
い
状

態
だ
。
改
修
に
至
っ
て
い
な
い
要
因
と
そ
の
解
決
に
向
け

た
市
の
考
え
を
問
う
。

　

Ｊ
Ｒ
四
国
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
駅

の
ト
イ
レ
は
鉄
道
利
用
者
以
外
の
利
用

も
多
く
、
特
に
無
人
駅
に
お
け
る
清
掃

な
ど
の
維
持
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
。

今
後
、
普
通
列
車
内
へ
の
ト
イ
レ
設
置

で
対
応
す
る
方
針
で
、
設
置
が
進
ん
だ

路
線
に
お
い
て
は
、
駅
構
内
ト
イ
レ
の

撤
去
な
ど
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
駅
の
ト
イ
レ
の
改
修
や
新
設
要
望
を

行
っ
て
も
、
対
応
い
た
だ
く
の
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
や
利
用
者
、
自
治
体
が
協
力
し
、

鉄
道
会
社
と
連
携
し
て
整
備
す
る
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
機
運
の
醸
成
を
図
り
、
Ｊ
Ｒ
四
国
や
地
域
と
の
調
整

を
進
め
な
が
ら
、
市
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た

い
。

他
の
質
問　

市
民
と
行
政
が
備
え
る
防
災
対
策
に
つ
い
て

他
の
質
問　

医
療
分
野
に
お
け
る
当
初
予
算
編
成
の
考
え

方
に
つ
い
て

他
の
質
問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
／
少
子
化
対
策
に
つ

い
て

佐
藤　

駿

議
員

議
員

議
員

下
司
早
智
子

石
津
裕
之

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
に
つ
い
て

紙
産
業
を
支
え
る
人
材
確
保
に
つ
い
て

駅
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

　
答
弁
　
教
育
長
、
教
育
管
理
部
長

　
答
弁
　
政
策
部
長

　
答
弁
　
経
済
部
長



　

産
婦
の
10
人
に
１
人
が
産
後
う
つ
に
な
る
と
言
わ
れ
る

中
、
産
後
ケ
ア
事
業
を
よ
り
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
る
。
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
申
請
漏
れ
の

防
止
、
行
政
窓
口
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
利
用
申
請
の
導
入
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
を
伺

う
。

　

現
在
、
産
後
ケ
ア
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
仮
申
請
が

可
能
で
あ
る
ほ
か
、
出
産
後
は
、

出
生
後
手
続
き
の
来
庁
時
や
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
な
ど
の
際
に
申
請
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
申
請
の
際
は
、
産
婦
と
子
ど
も
の

状
態
や
服
薬
状
況
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
へ
の
配
慮
、
不
安

な
こ
と
な
ど
の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
お
り
、
安
全
・
安
心

な
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
か
ら
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
受
け
付
け
る
予
定
と
し
て
お
り
、
特

に
遠
隔
地
へ
の
里
帰
り
な
ど
に
よ
り
こ
れ
ま
で
郵
送
申
請

と
な
っ
て
い
た
方
は
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
利
用
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
育
児
に
不
安
を
抱
え
る
お

母
さ
ん
方
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

金
田
町
金
川
に
建
設
予
定
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
出
力

１
万
３
６
６
５
・
３
㌔
ワ
ッ
ト
、
畳
１
枚
分
の
パ
ネ
ル

２
万
８
千
枚
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
り
、
日
中
の
発
電
中

は
感
電
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
消
火
活
動
が
で
き
ず
消
火
困

難
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
太
陽
光
発
電
所
建
設
に
お

け
る
本
市
の
警
防
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
、
本
市
で
は
太
陽
光
発
電
施
設
に

対
す
る
警
防
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
。

　

た
だ
し
、
全
国
的
に
見
て
も
太
陽
光
発

電
施
設
で
の
火
災
は
発
生
し
て
お
り
、
日

中
は
常
に
発
電
し
続
け
て
い
る
た
め
放
水

に
よ
る
感
電
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

日
没
後
に
長
期
の
消
火
活
動
と
な
っ
た
事

例
も
承
知
し
て
い
る
。

　

今
回
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
火
災
発
生

時
に
は
消
火
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
警
防
計
画
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。
今
後
は
、
施
設
や
設
置
機
材
に
関
す
る
情
報

提
供
を
事
業
者
に
求
め
る
と
と
も
に
、
現
地
の
地
形
や
特

性
な
ど
に
つ
い
て
も
把
握
し
な
が
ら
、
施
設
完
成
後
の
現

地
調
査
を
踏
ま
え
た
計
画
を
策
定
す
る
。

　

日
本
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ア
ワ
ー
ド
に
お
い
て
総
務
大
臣
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
、
本
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
日
本
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
で
あ
る
が
、
中
学
校
卒
業
後
の
学
び
の
接
続
、
進
路

へ
の
影
響
ひ
い
て
は
地
元
企
業
を
始
め
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
中
学
校
卒
業
後
の
学
び
の
接
続
と
し

て
、
高
校
段
階
に
お
い
て
は
、
県
立
三
島
高
校
商
業
科
に

情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
が
新
設
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
な
ど
の
情
報
分
野
を
学
習
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る

な
ど
、
地
域
に
お
け
る
高
度
人
材
育
成
の
基

盤
形
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
学
段
階
に
お

い
て
も
、
県
内
４
大
学
と
愛
媛
県
の
連
携
に

よ
り
高
度
な
教
育
環
境
が
段
階
的
に
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
本
市
で
は
、
県
が
主

体
と
な
る
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
エ
ヒ
メ
」
に
参
画
し
、
他

市
町
や
企
業
な
ど
と
協
働
し
地
域
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
技
術

で
解
決
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

中
学
卒
業
か
ら
就
職
に
至
る
ま
で
を
接
続
す
る
体
系
的

戦
略
に
つ
い
て
は
、
具
体
化
は
ま
だ
だ
が
、
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
は
地
域
の
持
続
的
発
展
に
直
結
す
る
重
要
課
題

で
あ
る
た
め
、
総
合
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

他
の
質
問　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
持

続
可
能
な
運
営
に
つ
い
て
／
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

他
の
質
問　

妊
婦
と
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
を
応
援
す
る
ま
ち

へ
／
市
民
が
災
害
が
起
き
る
前
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
／

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て

他
の
質
問　

出
生
数
減
少
の
原
因
分
析
と
対
策
に
つ
い
て

／
老
齢
層
の
方
々
が
健
康
で
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
に
つ

い
て

猪
川　

護

宮
﨑　

恵

議
員

議
員

議
員

田
邉
恵
子

産
後
ケ
ア
事
業
の
活
用
に
つ
い
て

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

デ
ジ
タ
ル
人
材
を
育
成
し
、
デ
ジ
タ
ル
都
市

を
実
現
す
る
に
は

　
答
弁
　
市
民
部
長

　
答
弁
　
消
防
長

　
答
弁
　
市
長



　

居
住
地
以
外
に
登
録
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制

度
」
を
見
据
え
、
住
ま
い
・
仕
事
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支

援
な
ど
、
二
地
域
居
住
を
支
え
る
特
定
居
住
支
援
法
人
の

公
募
や
指
定
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
の
知
見
を
活
か
し
、

官
民
共
創
で
進
め
る
た
め
の
市
の
現
状
と
方
針
を
伺
う
。

　

二
地
域
居
住
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
担
い
手
の
確
保
や

消
費
な
ど
の
需
要
創
出
、
ま
た
、
居
住
者
の
新
た
な
暮
ら

し
方
や
働
き
方
の
実
現
な
ど
、
様
々
な
意
義
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
将
来
的
な
移
住
者
と
な
り
得
る
た
め
、
ふ

る
さ
と
住
民
登
録
制
度
に
よ
る
関
係
人
口
拡
大
の
取
り
組

み
に
お
い
て
も
、
効
果
的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
地
域
活
性
化
の
有
効
な
手
段
と
す
る
た
め
に
は
、
受
け

入
れ
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
、
住
ま
い
や
仕
事
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
関
係
各
課
と
調
整
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

特
定
居
住
支
援
法
人
の
指
定
に

つ
い
て
は
、
市
が
求
め
る
業
務
内

容
な
ど
、
指
定
方
針
を
明
ら
か
に

す
る
「
事
務
取
扱
要
綱
」
な
ど
を

整
備
し
た
う
え
で
公
募
を
行
う
た

め
、
ま
ず
は
指
定
方
針
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

現
在
計
画
中
で
あ
る
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
の
ご

み
処
理
施
設
は
、
現
在
全
国
で
１
か
所
だ
け
と
実
績
が
な

く
、
２
６
５
億
３
１
０
０
万
円
の
投
資
額
と
し
て
も
議
会

で
調
査
研
究
不
足
で
あ
り
、
強
引
に
進
め
る
理
事
者
に
今

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
再
確
認

し
て
頂
き
た
い
。

　

可
燃
ご
み
処
理
方
式
の
検
討
に
際
し
て
は
、
令
和
５
年

度
に
ご
み
処
理
施
設
整
備
検
討
委
員
会
な
ど
の
審
議
と
並

行
し
、
議
員
全
員
勉
強
会
に
お
い
て
４
回
に
わ
た
り
各
処

理
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
の
比
較
検
討
や
コ
ス

ト
面
で
の
定
量
的
評
価
な
ど
の
報
告
を
行
な
っ
た
。
ま
た

選
定
に
お
い
て
は
、
コ
ス
ト
面
以
外
に
、
分
別
収
集
体
制

の
維
持
な
ど
市
民
負
担
に
配
慮
し
た
項
目
を
検
討
し
、
総

合
的
な
評
価
に
よ
り
決
定
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

課
題
で
あ
る
が
、
出
来
る
限
り
経
費
を
削
減
し
、
市
民
負

担
が
増
え
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

次
期
処
理
方
式
選
定
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
市
民
に
十
分

配
慮
し
た
上
で
、
真
鍋
淑
郎
博
士
に
敬
意
を
表
し
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
努
め
る
こ
と
や
、「
日
本
一
の
紙

の
ま
ち
」
と
し
て
紙
産
業
と
の
連
携
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
る
。
改
め
て
、
本
事
業
の
推
進
に
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

　

去
る
１
月
18
日
～
21
日
の
間
、
市
長
は
海
外
出
張
だ
っ

た
と
伺
っ
た
。
そ
の
間
、
市
が
主
催
で
あ
る
新
春
競
書
大

会
を
欠
席
し
、
林
野
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
た
が
不
在
で

あ
り
、
加
え
て
出
張
に
つ
い
て
議
会
に
事
前
報
告
も
な
か
っ

た
。
市
民
の
命
や
財
産
、
安
全
、
安
心
を
最
優
先
に
す
べ

き
立
場
の
市
長
が
無
断
で
市
を
離
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、

猛
省
を
促
し
た
い
。

　

新
春
競
書
大
会
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
の

懸
案
事
項
だ
っ
た
愛
媛
県
市
長
会
の
台
湾
視
察
研
修
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
市
長
会
の
新
入
会
員
と
い
う
立

場
も
熟
慮
し
、
視
察
参
加
を
優
先
し
た
た
め
、
や
む
を
得

ず
欠
席
し
た
。
担
当
部
局
と
は
、
協
議
を
行
っ
た
上
で
、

大
会
運
営
に
支
障
が
な
い
よ
う
努
め
た
。

　

ま
た
、
林
野
火
災
注
意
報
及
び
警
報
発
令
時
に
は
、
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
周
知
や
車
両
巡
回
な
ど
に
よ
る
注
意

喚
起
を
行
う
な
ど
、
火
災
の
発
生
予
防
に
努
め
て
お
り
、

非
常
事
態
に
及
ん
だ
場
合
は
、
基
本
的
に
消
防
体
制
に
よ

り
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
緊
急
事
態
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、
出
張
先
で
あ
っ
て
も
速
や
か
に
帰

庁
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

議
会
へ
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
短
期
間
と
は
い
え
海
外

出
張
で
あ
り
、
配
慮
不
足
だ
っ
た
と
深
く
反
省
し
て
い
る
。

他
の
質
問　

新
宮
小
・
中
学
校
の
現
状
と
今
後
の
新
宮
地

域
の
振
興
策
に
つ
い
て

他
の
質
問　

ご
み
処
理
施
設
整
備
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

／
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含
め
た
総
工
費
に
つ
い
て
／
環

境
へ
の
配
慮
と
市
民
負
担
の
整
合
性
を
問
う

他
の
質
問　
「
最
重
要
施
策
と
し
て
の
子
育
て
支
援
事
業
」

は
、
全
く
見
え
な
い

曽
我
部 

清

村
上
智
子

議
員

議
員

議
員

谷　

國
光

通常、 年に４回開かれる定例会で実施。 議員らがそれぞれの視点から市政に関して質問通常、 年に４回開かれる定例会で実施。 議員らがそれぞれの視点から市政に関して質問

するもので、 一定の持ち時間の中で一括質問もしくは一問一答形式で実施される。するもので、 一定の持ち時間の中で一括質問もしくは一問一答形式で実施される。「一般質問」とは ...とは ...

新
た
な
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
「
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
」
の
導
入
に
つ
い
て

ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
の
ご
み
処
理
施

設
建
設
計
画
は
本
当
に
大
丈
夫
か
？

市
長
と
し
て
議
会
と
の
関
係
性
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
の
か
、
そ
の
自
覚
を
伺
う

　
答
弁
　
経
済
部
長

　
答
弁
　
市
長
、
市
民
部
長

　
答
弁
　
市
長



番
号

件
名

議
決
結
果

承
認
承
認

第第
11
号号

令
和
7
年
度
四
国
中
央
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
8
号
）
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

承
認

承
認
承
認

第第
22
号号

令
和
7
年
度
四
国
中
央
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
9
号
）
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

承
認

議
案
議
案

第第
11
号号

四
国
中
央
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

四
国
中
央
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
22
号号

四
国
中
央
市
特
別
職
の
非
常
勤
職
員

四
国
中
央
市
特
別
職
の
非
常
勤
職
員

の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
33
号号

四
国
中
央
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

四
国
中
央
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
四
国
中
央
市
会
計
年
度
任

条
例
及
び
四
国
中
央
市
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
44
号号

四
国
中
央
市
ふ
る
さ
と
寄
附
金
条
例

四
国
中
央
市
ふ
る
さ
と
寄
附
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
55
号号

四
国
中
央
市
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の

四
国
中
央
市
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
66
号号

四
国
中
央
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部

四
国
中
央
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
77
号号

四
国
中
央
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

四
国
中
央
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
88
号号

四
国
中
央
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

四
国
中
央
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
99
号号

四
国
中
央
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

四
国
中
央
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
愛

い
人
も
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
愛

あ
る
社
会
を
目
指
す
条
例
の
一
部
を

あ
る
社
会
を
目
指
す
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
1010
号号

四
国
中
央
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

四
国
中
央
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
1111
号号

四
国
中
央
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

四
国
中
央
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

番
号

件
名

議
決
結
果

議
案
議
案

第第
1212
号号

四
国
中
央
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

四
国
中
央
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
1313
号号

四
国
中
央
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

四
国
中
央
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
1414
号号

四
国
中
央
市
へ
き
地
保
育
所
条
例
を

四
国
中
央
市
へ
き
地
保
育
所
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
1515
号号

令
和
令
和
77
年
度
四
国
中
央
市
一
般
会
計

年
度
四
国
中
央
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第

補
正
予
算
（
第
1010
号
）
号
）

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
1616
号号

令
和
令
和
77
年
度
四
国
中
央
市
国
民
健
康

年
度
四
国
中
央
市
国
民
健
康

保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予

保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第

算
（
第
22
号
）
号
）

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
1717
号号

令
和
令
和
77
年
度
四
国
中
央
市
介
護
保
険

年
度
四
国
中
央
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
22
号
）
号
）
原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
1818
号号

令
和
令
和
77
年
度
四
国
中
央
市
公
共
用
地

年
度
四
国
中
央
市
公
共
用
地

先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
（
第
11
号
）
号
）

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
1919
号号

令
和
令
和
77
年
度
四
国
中
央
市
港
湾
上
屋

年
度
四
国
中
央
市
港
湾
上
屋

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
22
号
）
号
）
原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
2020
号号

令
和
令
和
77
年
度
四
国
中
央
市
城
山
下
臨

年
度
四
国
中
央
市
城
山
下
臨

海
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

海
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第

算
（
第
11
号
）
号
）

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
2121
号号

令
和
令
和
77
年
度
四
国
中
央
市
公
共
下
水

年
度
四
国
中
央
市
公
共
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
44
号
）
号
）

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
2222
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
一
般
会
計

年
度
四
国
中
央
市
一
般
会
計

予
算
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
2323
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
国
民
健
康

年
度
四
国
中
央
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
2424
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
国
民
健
康

年
度
四
国
中
央
市
国
民
健
康

保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計
予
算

保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
2525
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
介
護
保
険

年
度
四
国
中
央
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

事
業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
2626
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
公
共
用
地

年
度
四
国
中
央
市
公
共
用
地

先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算

先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
2727
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
福
祉
バ
ス

年
度
四
国
中
央
市
福
祉
バ
ス

事
業
特
別
会
計
予
算

事
業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
2828
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
港
湾
上
屋

年
度
四
国
中
央
市
港
湾
上
屋

事
業
特
別
会
計
予
算

事
業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

番
号

件
名

議
決
結
果

議
案
議
案

第第
2929
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
西
部
臨
海

年
度
四
国
中
央
市
西
部
臨
海

土
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

土
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
3030
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
寒
川
東
部

年
度
四
国
中
央
市
寒
川
東
部

臨
海
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

臨
海
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
3131
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
駐
車
場
事

年
度
四
国
中
央
市
駐
車
場
事

業
特
別
会
計
予
算

業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
3232
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
介
護
予
防

年
度
四
国
中
央
市
介
護
予
防

支
援
事
業
特
別
会
計
予
算

支
援
事
業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
3333
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
後
期
高
齢

年
度
四
国
中
央
市
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
3434
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
城
山
下
臨

年
度
四
国
中
央
市
城
山
下
臨

海
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

海
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
3535
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
水
道
事
業

年
度
四
国
中
央
市
水
道
事
業

会
計
予
算

会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
3636
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
工
業
用
水

年
度
四
国
中
央
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
予
算

道
事
業
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
3737
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
公
共
下
水

年
度
四
国
中
央
市
公
共
下
水

道
事
業
会
計
予
算

道
事
業
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
3838
号号

令
和
令
和
88
年
度
四
国
中
央
市
財
産
区
管

年
度
四
国
中
央
市
財
産
区
管

理
会
特
別
会
計
予
算

理
会
特
別
会
計
予
算

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
3939
号号

四
国
中
央
市
指
定
金
融
機
関
の
指
定

四
国
中
央
市
指
定
金
融
機
関
の
指
定

に
つ
い
て

に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
4040
号号

野
田
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
つ

野
田
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
同
意

議
案
議
案

第第
4141
号号

四
国
中
央
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の

四
国
中
央
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

つ
い
て

同
意
同
意

議
案
議
案

第第
4242
号号

四
国
中
央
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

四
国
中
央
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意

諮
問
諮
問

第第
11
号号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

異
議
な
き

異
議
な
き

旨
答
申

旨
答
申

議
員
提
出

議
員
提
出

議
案
議
案

第第
11
号号

四
国
中
央
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

四
国
中
央
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

77
年
陳
情

年
陳
情

第第
33
号号

「
所
得
税
法
第

「
所
得
税
法
第
5656
条
の
見
直
し
を
求

条
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳

め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳

情
書
情
書

継
続
審
査

継
続
審
査

※
議
案
の
付
託
先
に
つ
い
て
は
、
総
務
市
民
委
員
会
、

総
務
市
民
委
員
会
、
教
育
厚
生
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会
で
色
分
け
し
て
い
ま
す

議
案
書
は

こ
ち
ら
◀



議案
番号

議員名

件名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
賛
成
数

議
決
結
果

佐
藤　

駿

田
邉　

恵
子

村
上　

智
子

宮
﨑　

恵

石
津　

裕
之

宇
田　

秀
雄

下
司
早
智
子

横
内　

博
之

猪
川　

護

三
浦　

克
彦

眞
鍋　

利
憲

飛
鷹　

裕
輔

吉
原　

敦

眞
鍋　

幹
雄

山
川　

和
孝

三
宅　

繁
博

川
上　

賢
孝

山
本　

照
男

吉
田
善
三
郎

原
田　

泰
樹

谷　

國
光

曽
我
部　

清

議案 22 一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 可決

陳情
(7 年 ) 3

「 所 得 税 法 第
56 条の見直し
を求める意見
書」の採択を
求める陳情書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 継続
審査

組織機構改編に伴い、各委員会において調査や審議を担当する内容が変更となりました。次回の議案審議から、

以下の新しい担当分けで運営されることとなります。　※一部抜粋

○商工業に関すること
○労政に関すること
○農林水産業に関すること
○都市計画に関すること
○公園及び緑地に関すること
○港湾及び海岸に関すること
○臨海土地造成に関すること
○道路及び橋りょうに関すること
○河川に関すること

○福祉事務所に関すること
○社会福祉に関すること
○こどもに関すること
○介護保険に関すること
○学校教育の振興に関すること
○幼稚園教育に関すること
○学校給食の管理運営に関するこ
　と

○総合政策に関すること
○市政の総合企画に関すること
○広報広聴に関すること
○財政に関すること
○情報化の推進に関すること
○行政及び議会に関すること
○情報公開及び個人情報保護に関
　すること
○統計に関すること
○職員の人事、給与、研修及び福
　利厚生に関すること
○契約及び入札に関すること
○工事等検査に関すること
○観光に関すること
○スポーツに関すること

○国道 11 号バイパスに関するこ
　と
○地籍調査に関すること
○建築指導に関すること
○市営住宅に関すること
○水道事業及び工業用水事業に関
　すること
○簡易水道に関すること
○下水道に関すること

など

○生涯教育の推進に関すること
○文化財の保護・顕彰に関するこ
　と
○人権教育に関すること
○図書館に関すること

など

○文化に関すること
○協働のまちづくりに関すること
○国際交流に関すること
○交通に関すること
○環境保全に関すること
○廃棄物の処理及び清掃に関する
　こと
○市税に関すること
○国民健康保険に関すること
○地域医療に関すること
○国民年金に関すること
○消費生活に関すること
○防災に関すること
○消防及び救急等に関すること

など



（議案第22号） 令和８年度四国中央市一般会計予算 ［所管分］ について

高校への通学費用の補助が始まります！

　土居高等学校存続のために創設された制度で、 市内在住の方が対象となります。

Ｑ　

Ａ　

（議案第１号） 四国中央市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について

こども誰でも通園制度が開始しました！

　生後６か月から満３歳未満の保育園などに通っていない子どもについて、 月１０時間の枠内で保育園を利用するこ

とができる制度を開始し、 中曽根保育園が利用できるようになりました。

Ｑ　

Ａ　

（議案第22号） 令和８年度四国中央市一般会計予算 ［所管分］ について

紙産業振興に向けた補助制度が始まります！

　紙産業を支援するため、 ２つの補助制度を主にした紙産業振興事業を開始します。

Ｑ

Ａ

委員会記録は
こちらから▼

　議会では、市の条例の制定や改正、予算や決算など、全ての議案をチェックして議決をします。 総務市民・教育厚生・

産業建設委員会の各常任委員会においては、 議案ごとの詳細な審査を行います。 ここでは、 ３月定例会で審査され

た議案の中から、 主なものを紹介します。 なお、 全ての議案の議決結果は、 38 ・ 39ページをご覧ください！

予算の歳出にある 「通学費補助金」 について、 概要を教えてください。

市内にある土居高校への進学希望者数が３年連続で 80 人を下回り、 県の基準により今後募集停止となる可能

性があります。 県に相談したところ、１地域１高校を存続するためには市や地域などの支援が必要との返答があり、

市でできることから始めようと、 同校に進学する生徒を対象に通学費を補助するものです。

給食の提供を行わないとのことですが、条例に「食事の提供に要する費用」と記載されています。

今後、 給食の提供を行うようになるのでしょうか？

中曽根保育園では提供しませんが、 今後、 私立園などが参画し給食の提供を行う場合には、 保

護者から給食費を頂くという主旨で規定しているものです。

紙産業振興事業について、 内容を教えてください。

この事業では、市内研究機関と連携して実施する紙マテリアルに関する研究開発を支援する「紙マテリアルイノベー

ション推進事業補助金」、 紙マテリアルに関するセミナーなどへの参加費を補助する 「紙マテリアル研究調査支援

事業補助金」 などがあり、 市内の中小企業における研究開発や素材探求を後押しします。

令
和

８
年

５
月

号
　

５
月

１
日

発
行

令
和

８
年

５
月

号
　

５
月

１
日

発
行

編
集

／
四

国
中

央
市

議
会

編
集

／
四

国
中

央
市

議
会

　
　

　
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

　
　

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

四
国

中
央

市
　

四
国

中
央

市
　議

会
だ

よ
り

議
会

だ
よ

り
（

合
冊

　
広

報
 四

国
中

央
）

（
合

冊
　

広
報

 四
国

中
央

）
〒

799-0497　
愛

媛
県

四
国

中
央

市
三

島
宮

川
4

丁
目

6
番

55
号

〒
799-0497　

愛
媛

県
四

国
中

央
市

三
島

宮
川

4
丁

目
6

番
55

号
電

話
：

0896-28-6000（
代

）
電

話
：

0896-28-6000（
代

）
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